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			プロローグ　こんなところで死ぬわけにはいかない



　マリーゴールド・レパンは、小さな農領地を治める男爵家の長女として生まれた。レパン男爵家と名前を出すと、「ああ、あのレパン男爵家」と言われるほど名前が知れ渡っているのは、自家が子だくさんで有名だからだ。

　マリーにも兄弟姉妹が六人いるし、父親も七人兄弟だ。貴族位も低い上にあまりにも王都から離れているので、ほぼ平民同然の親戚も多い。レパン領は家族経営だと貴族に揶揄されることも多いが、まれに見る安産多産ということで、子どもが生まれにくい他の貴族たちの結婚相手や愛妾として求められることも多々あった。

　それでもレパン男爵家のモットーは『家族みんなで幸せ』だったので、本人が強く望まない限り誰かの愛人として差し出すことはなかった。

　ただ、それは同じくらいか少し上くらいの貴族にだけ通じることであって、この国の一番偉い人──つまり国王から側妃として求められれば、レパン男爵家としては差し出さざるを得なかった。

　マリーの住むカンダリル王国では、一夫一妻制度を取っている。それは国王とて例外ではなく、今代の国王は王妃と恋愛結婚だったせいもあってか、たいそう仲睦まじく、その噂は国の端にあるレパン領にも届くほどだった。

　しかし、王妃が二十代後半になっても、国王夫妻には次代に恵まれず、また国王には兄弟もいなかったため、後継者問題が深刻であった。

　国王は王妃のすすめもあって、やむを得ず側妃を娶ることにした。

　貴族であり、なおかつ子を孕みやすい女性を──と、女性相手にずいぶん遠慮のない選考をもってして白羽の矢が立ったのが、マリーだった。

　十八歳という年頃の年齢、家柄の低さは逆に言えば国王夫妻の政敵とはなり得ない。

　また王妃には似ても似つかない平凡顔だが王妃と似た金色の髪だったこともあり、マリーが選ばれた。と言っても、マリーの金色の髪は太陽に当たりまくって茶色が薄くなったかのような淡い金茶色で、その瞳に至ってはエメラルドの宝石と見まごうような王妃の瞳にはほど遠い、春の草原のような若草色だった。王妃の廉価版のようなものだと誰かがこっそり陰口を叩いたこともマリーは知っている。

　とにかく家格やら容姿やらいろいろすべて調査した結果、マリーが『ちょうどいい』として、国王の側妃に選ばれた。

　しかし、マリーにとっては幸いだったのか不幸だったのか──

　彼女が国王に嫁いだまさにその日、なんの運命の悪戯か、王妃が懐妊した。

　国王は愛妻の懐妊に諸手を挙げて喜び、ひっそりと嫁いできたマリーのことなどすっかり忘れてしまった。

　マリーもマリーで、一回りも年の離れた王の寵愛を受けることはとても恐ろしく思っていたので、そのときは安堵したのだが、それから彼女の人生はおかしな方向へと傾いていく。

　まず側妃という存在自体が城では異例で認められず、また、懐妊した王妃の心を煩わせてはならないと、城とは別にある離宮へ即座の移動を命じられた。

　元は王族を幽閉するためのものだったという曰く付きの不気味な場所だ。

　しかも、侍女らしい侍女はつかず、警備もほとんどない。その上、王が一度も訪れないとなれば、離宮の存在は禁忌のような扱いとなっていく。

　マリーはその離宮で十ヶ月ほど静かに過ごし、王妃が無事に皇太子である男児を出産したことを知る。国を挙げての祝祭ムードにマリーも喜びはしたが、さて、自分はどうなるのだろうか、と思った。

　このままレパン男爵家に戻してくれればよかったのだが、マリーは王の子どもを産むために、特別に王籍を賜り、名前が系譜に載ってしまった。なにもなかったからと言って、その事実は抹消できない。

　王はマリーの存在を忘れていたが、宰相以下国の重鎮たちは彼女の存在をどうすべきか悩み始めていた。

　そして彼女がひっそりと嫁いでから一年半後──

　王妃が再度、懐妊したという知らせが国中に届いた。

　出産してすぐではあったが、後継は多い方がいい。

　国王夫妻はたいそう喜んだ。

　そして、国の重鎮たちは決意した。

　マリーゴールドという娘の存在は、今後の王家の繁栄には邪魔であると。



（このまま死ぬわけにはいかないんですけど！）

　マリーは今、離宮の裏にあった『触らずの森』と呼ばれる禁忌の森に足を踏み込んでいた。

　服装は侍女姿。

　贅沢なドレスなど、結婚してからずっと着たことはなかったが、今日はそれ以上に偽装していた。

　理由は簡単だ。

　殺されそうだから。

（わざわざ嫁いできたうら若き乙女に、なんでこんなに容赦ないかなあ！）

　無言でザクザクと森の中を歩いているが、本当はおっかなびっくりだ。王城から少し離れた離宮は、『触らずの森』を警備するためにもともと存在していた場所だった。

『触らずの森』はその名前の通り、触れてはいけない恐ろしいなにかがいると言われている森だ。マリーも国の端にはいたが、その森が禁忌の森であることは、昔話のように言い聞かされていたので、絶対入ることはないだろうと自分でも思っていた。

　しかし、背に腹はかえられない。

　離宮の警備兵の人数が数日前に異様に増えた。しかも、あまりいい形相の者ではない。

　仲がよかった侍女も替えられ、無表情で不気味な侍女になったとき、マリーは自分の行く末を察したのだ。

　蝶よ花よと育てられていたわけではなかったし、兄弟がたくさんいたので周囲の様子を窺うことに長けていたことが幸いした。

　異変を感じてすぐに、こっそりと兵の休憩所にのぞきに行って、そこで世間話のように語られた話を聞いてしまう。

「ここの側妃さん、毒殺するらしいぞ」

　マリーは冗談じゃないと思ったが、一方でそうなるような予感もしていたのだ。

　ただ、自分には国のために死んであげる覚悟はまったくなかったが。

（結局一度も王様と会わなかったな）

　会わなくてよかったと今なら思う。おじさん趣味ではないので一目惚れする可能性はなかったが、万が一にでも好きになっていたら、まったく顧みられないことをつらいと思っただろう。

　けれど、一度も会ったことがないから、見限ることができた。

　国のためだからという、理不尽な要求を受け入れる気にならなくて済んだ。

　たとえ森の中で獣に食い殺されて一生を終えようが、その方がまだマシだと思えたのだ。

（私の命の行き先は私が決めるんだから！　農業娘カントリーガール舐めんなよ！）

　うっそうとしたこの森の奥になにがあるのかはわからない。

　恐ろしいと思うが、不思議と怖くはなかった。

（森の奥にせめて小屋とかあればいいんだけど）

　誰も入らない森では、そんなものがあるわけがないとわかってはいたが、それでも一縷の望みを託して獣道を歩く。

　すると、ありえないことに小さな看板が立っていた。

「え、誰か住んでいるの？」

　誰も入らないはずの森だ。いったい誰がこんな看板をと思いながらそこに書かれている文字を読む。

『汝、幸せを与えられる者か』

　それは不思議な問いかけだった。

「幸せを与える？」

　ずいぶん抽象的な言葉だ。幸せなど人それぞれだろう。

　マリーはうーんと考えてから、きっぱりと言う。

「私が欲しいものと同じなら、与えることはできるわ！」

　マリーの幸せは、父と母のような貧しくとも楽しい家族を作ることだ。たくさんの子どもたちに囲まれ、大好きな人と仲良く暮らすことだ。

　誰もいない離宮で、来やしない誰かの愛人でいることではない。

　そう思ったときだった。

「え」

　不思議なことに、ぽうっと灯りが看板の先に連なり始める。次いで獣道が舗装された土の道へと変えていく。

「な、なにこれ？」

　誰もいないはずなのに、まるで呼ばれるかのように道ができていく様を、マリーは目を丸くして見ていた。

「私の答えがあっていたってこと……？」

　だが、それならば幸せとは『誰』に与えるべきものなのか。

　次にそのことが疑問に浮かんだが、マリーはとりあえず舗装された道を歩くことにした。

　どうせ自分には帰り道などない。

　進むしかないのなら、この先になにがあろうと行くしかないのだ。

　月のない暗い夜。

　逃げてきた一人の娘が選んだ道の先は、果たして幸せか、それともさらなる災いの始まりだったのか──

「ええええ？」

　マリーがたどり着いた先にあったのは、柔らかい明かりを灯した『お菓子の家』だった。



	
			１　お腹の中にはシンプルクッキー



「こんばんはー、お邪魔しまーす！」

　マリーは数回のノックのあと、甘い匂いが立ちこめる家の中に遠慮なく入った。鍵も閉まっていなかった部屋の中は、外とは打って変わって暖かい。

　人が一人暮らすために作られたような家だった。

　クッキーでできた食卓に対の椅子。綿菓子の布団がかぶさったベッドに、灯りはキャンディーだ。ともすればベタベタと溶けてしまいそうだが、不思議とどれも溶けたりカビたりしていない。

　かといって誰かがさっきまで住んでいたかと言えば、それは違うと思った。

　人の気配がまったくなかったからだ。

　それにもかかわらず煌々と灯りのついた部屋の奥には、見事なキッチンがあり、その中央にはたいそう大きなオーブンがあった。

　オーブンだとわかったのは、扉が開いて焼き場の部分が丸見えだったからだ。

　驚くほど大きなオーブンは、部屋奥の壁の半分を占拠している。しかも普通のオーブンではない。

　それは座した黒い竜の形を模していた。こちらに向けて開いた竜の腹に、扉がついている。その中に料理を入れて焼いたり温めたりするのだろうが、なぜか薪をくべるべき竈の部分がない。世の中には魔法で動くオーブンもあるというので、もしかするとそういう類いなのかもしれない、とマリーは思う。

「これ、鉄でできているの？」

　ペタリと顔に触れると、ひんやりと冷たかった。

「すみませーん、どなたかいらっしゃいませんか？」

　他に部屋がないか確認してみると、風呂とトイレが一緒になった小部屋が一つ、倉庫が一つの計三部屋だったが、人がいる様子はまったくない。

「お出かけしてるのかしら？」

　こんな夜更けに灯りをつけたまま出かけた誰かがいるのだろうか。

　訳もわからず考え込んでいると、ぐうっと小さくお腹が鳴った。

　そういえば今日は朝からなにも食べていないことを思い出す。

　メイドも食事を出してこなかったのだ。きっともうすぐ死ぬ相手に食事さえ与えることも面倒だと感じたのだろうが、そこまであからさまにやればマリーとてわかるということにどうして気づかなかったのだろうか。

（まあ、一度も王様とお目通りしてない側妃なんて、いないも同然なんだろうけど）

　だからといって、そのままあの離宮で殺されるのを待つほどマリーは愚かではない。

　ましていなくなったからと言って、大々的に王家から実家へ通達がいくとも思えなかった。邪魔になったから側妃を殺すなど、あまりにも外聞が悪すぎるからだ。

　きっとマリーはひっそりと病死扱いされるのだろう。

　国からなかった者として抹消されることに思うところがないわけでもなかったが、今はそれよりも食事を優先することにした。

「とりあえず、なにか食べるもの……すみませんけど先に拝借させてください……」

　申し訳ないと思いつつも、空腹に耐えかねて倉庫を漁ると小麦粉と砂糖、そしてバターがあった。

「これ、大丈夫かな……」

　倉庫の中には大きな戸棚が一つあり、そこに食料がすべて保管されていた。戸棚から出した感じでは腐っている様子はない。そもそも溶けやすいはずのバターもそのまま保管されているにもかかわらず変色などもまったくないところが不思議だった。

　お菓子でできている室内の家具といい、ここは普通の家ではなさそうだ。

「これでなにか作れるかな？」

　考えていると、突然、動物の鳴き声がした。

「コケー！」

「へ？」

　キッチンからつながる裏口のあたりになにかいる。扉を開けるとなんと鶏が数羽、裏庭にいた。そして、その奥では「モー」と牛小屋から牛の鳴く声までした。

「え、え、え？」

　先ほどまで家畜の気配などしなかったのだが、気づかなかっただけなのだろうか。首をかしげながらも鶏の巣らしき藁床から卵を数個頂戴した。

「これならパンケーキが作れるのでは！」

　マリーはいそいそと家の中に戻った。

　そして愕然とする。

「竈がない！」

　水場はある。食器棚もある。なのに肝心の火をおこす場所がなかった。

　あるのは部屋の真ん中に大きく座した竜の形のオーブンだけだ。

「えー、これしかないってこと……？」

　天板はオーブンの中に入っているので作れないことはないが、果たしてパンケーキをオーブンで焼けるのだろうか。

　困っていると、

「クッキーを作ればいいだろうが」

　と言われた。

「あ、なるほど。クッキー！」

　それは名案だ！　とマリーはボウルなどを用意しようとして、気がついた。

　今、声をかけてくれたのは誰なのかと。

「おい、お前」

「はい？」

　また、誰かの声がした。

　マリーは後ろを振り返ったが誰もいない。

「馬鹿か。前を見ろ」

　言われた通りに前を見た。

　前にはこの変わったオーブンしかない。

「こんばんは、お邪魔しています」

　とりあえず誰かいるのだろうと挨拶すると、

「図々しい奴だな」

　と、オーブンがしゃべった。

「やだ、これ、話せる機能がついているの？　すごーい！」

「お前、驚くところはそこか？」

　今度こそ確実にオーブンがしゃべった。口のあたりが動いたから確かだ。そして鉄でできていると思った竜の目がギロリとこちらを見た。

「お前は誰だ？　どうやってこの家にやってきた」

「……」

「この家は魔女の力で封印されているはずだ。女、お前も魔女なのか？」

　マリーは返事をしない。

「おい、返事をしろ！」

　オーブンの黒竜はマリーを怒鳴りつけたが、マリーはなにも言わずにフラリと身体を倒していく。

「あ、おい！」

　慌てて黒竜は部屋の端に横たえていた長い尻尾でマリーを受け止める。

　そしてそこでマリーがなぜ黙っていたのかに気づいた。

　さすがに子だくさん男爵家の長女といえども、オーブンだと思ったものが黒竜で、しかもしゃべるとは思わず、気絶していたのだ。


＊＊＊


　目が覚めると、そこはお菓子の家だった。

「当たり前よね。たどり着いたのは私だし」

　ふかふかのベッドで目が覚めたマリーは家の中が明るくなっていることに気がついた。どうやら一晩ぐっすり眠ってしまったらしい。

　お菓子でできているはずなのに、身体にまとわりつかないことがとても不思議だ。普通の寝具や家具と変わりない。にもかかわらず手で布団をむしると、その場で食べられる綿菓子になった。

　マリーはおめざにその綿菓子を食べる。

　そういえば、父も寝起きがとても悪く、朝起きたら甘いものを一口だけ食べる習慣だったことを思い出す。大人になってもおめざが必要なんて困ったお父さんね、と母が笑っていたのが懐かしい。

「うわあ、いつの綿菓子かと心配だったけど、できたてみたいにふわふわで美味しい」

　マリーは歓喜の声を上げると、さらに布団をむしった。

「おい、そんなことをしたら寝る布団がなくなるぞ」

「あ、それは困りますね、おはようございます」

「お、おう、おはよう」

　マリーに朝の挨拶をされて、黒竜が戸惑いながらも返事をした。

　布団に寝かせてくれたところといい、律儀に挨拶してくれたところといい、そんなに悪い竜ではないのだろう。

「すみません、いきなりお家に入ってしまって。私、マリーゴールドっていいます。国王様の側妃だったんですけど、王妃様に子どもができたので殺されそうになって、逃げてきました！」

　ベッドから下りて黒竜に向け、自己紹介をする。

「昨日は気絶したのに順応性が高すぎる！」

「いやあ、環境変化に随時対応しないと、天候に左右される農作業はやってられませんよねぇ」

「そういう問題か？」

「ところで、家主さんにご挨拶したいのですが、お戻りになっていないのですか？」

「全然人の話を聞かないな！」

「あなた、人じゃないですよね」

　黒竜のオーブンは魔法でできたなにかにしてはよくしゃべるので、どうやらこれは生き物らしいと判断したマリーが普通に会話すると、黒竜はそんなマリーに呆れはしつつも家のことを説明してくれる。

「ここは魔女が作った菓子の家だ。俺はこの家の……オーブンになってしまってはいるが、本来は黒竜だ」

「黒竜さんですか、初めて見ました」

　魔女も竜も存在すると知ってはいたが、その力も竜もこうして見たのは初めてだ。

「ところでなんでオーブンになっているんですか？」

　単刀直入に疑問に思っていたことを尋ねると、黒竜は嫌そうな顔をする。

「あ、話したくないのならいいです。誰しも言いたくないことはありますよね」

「いや、話さないとまずい。俺は魔女のばーさんによってオーブンに変えられてしまったんだ。魔法を解くには＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

　最後の方、ピーと甲高い音がして、竜がなにを言ったのかわからなかった。

　竜も自分が話したことが言葉にならないことに唖然とする。

「くそっ、話せないようにしたのか、ばーさんめ！」

「ええと、魔女のおばあさんに魔法でオーブンにされたということですか？」

「お前、意外に頭がいいな！」

　これでも殺される前に逃げる程度には聡いのだ。

「じゃあ、魔女のおばあさんに魔法を解いてもらったらいいのでは？」

　マリーがそう尋ねると、竜は悲しそうに顔を伏せた。

　そしてポツリと呟く。

「ばーさんは俺を魔法でこの姿にした後、死んだ」

「それは……ご愁傷様です」

　その様子から竜と魔女の関係は決して悪くはなかったのだとわかった。少なくとも、そんな姿にされても竜は魔女の死を悼んでいることが伝わってくる。

「まあいい。女」

　黒竜は首を横に振ると気を立て直したかのようにマリーに話しかける。

「私の性別は女ですが、名前は違います。マリーゴールドって名乗りましたよね？」

「ちっ、おい、マリーゴールド」

「あ、長いんでマリーでいいです」

「お前も大概面倒くさいな！」

　黒竜が苛立ちながら尻尾をぶんっと振ったが、たたきつけることはなかった。

　なんだかんだと言って、人間に害なす気はないようだ。

「黒竜さんはお名前を伺ってもいいですか？」

「セーザンだ」

　あっさりとセーザンは名乗った。

「マリー、俺に菓子を作れ」

　セーザンがぶっきらぼうにそう言った。

「はい？」

　マリーは聞き返す。セーザンが辛抱強くもう一度言う。

「俺のこの腹のオーブンを使って、菓子を作って……ほしい」

「ぐっ」

　きゅんときた。

　最後、きちんとお願いしてくるなんて、反則ではないだろうか。強面の竜のくせして、それはずるい。

「あー……お菓子、ですか」

　昨日もクッキーを作れと言っていたのだから、甘いものが好きなのかもしれない。

　恥じらっているセーザンは大変可愛かったが、マリーは困ってしまった。

　なぜなら、マリーはお菓子というものを作れなかったからだ。

「材料なら昨日お前が用意したものがあるだろう。そこの棚にばーさんが遺したレシピ集があるからそれを見て作ればいい」

　セーザンが顎で示した先には、確かに古めかしいレシピ本があった。

「これで、私に作れ、と？」

「俺はオーブンで動けないからな。お前が作るしかない。火の加減は俺に任せろ」

　竈がないと思ったが、セーザンが自分で調節してどうやってか火をつけてくれるらしい。それは頼もしいと思えたし、お腹もすいているので、クッキーを作ることに異議はない。

　異議はないが、問題はあった──


「ばっか、お前！　クッキーだぞ？　クッキーも作れないのか？！」

　お菓子の家にセーザンの怒号が飛び交う。

「おかしいなあ？　このレシピ本、間違ってませんか？」

　魔女のおばあさんが書いたというお菓子のレシピ本には、『小麦粉と砂糖、そしてバターでできる簡単クッキー』と最初のページにあった。すでに材料まで小見出しにするほどわかりやすい。

「おかしいな、なのになぜ、作れないんだろう」

「そんなの俺が聞きたい！　卵の殻を入れるな！」

「殻にも栄養がある気がする……」

「だったら、お前は食べるのか？」

「こんなジャリジャリするの、私は食べませんね」

「お前、俺の手足が動いたら絶対ひき裂いてたぞ！」

　セーザンは怒ってはいるが、尻尾と首は動くのだからマリーに攻撃することはできる。そうしないのだから、本当に悪い竜ではないのだろう。

「バターを溶かすのが面倒なのでお湯に入れてもいいですかね？」

「お前、材料に湯なんか書いてないだろう！」

「えっ、水って材料に入るんですか？」

　味も匂いもしないし、調味料でもないから、水は材料外だと思ったら、セーザンは絶句した。

「とにかく……俺の言う通りに作ってください。お願いします。なにも余計なことはしないでください」

　最後はやけに丁寧に懇願され、さすがに申し訳なくなってマリーはセーザンに言われた通り作った。

　作ったと言っても、ところどころで脱線し、その度にセーザンに注意というか懇願されたので、実質セーザンが作ったと言っても過言ではない。

　マリーはなにも考えず、セーザンの手足のつもりで頑張った。

「よし、よくやった！　あとは俺が焼くからお前は茶の用意でもしてろ」

「でも、竈がないですよ？」

「安心しろ、ここにある」

　セーザンが尻尾をどかすとそこに竈があった。どうやらマリーにご飯ではなくお菓子を作らせるためにわざと隠していたらしい。

　マリーは裏の井戸で水を汲んで、それをヤカンで沸かす。

　様々な調理器具がそろっているところを見ると、魔女のおばあさんはきちんと料理もしていたのだろう。

「魔法で料理もチョイチョイって作るわけじゃないのね」

「そんなことするより、自分で作った方が早いとばーさんは言っていたぞ」

「私なら絶対魔法の方が早いと思う。魔法使えないけど……」

　ボソリと呟いたマリーの言葉にセーザンは肯定も否定もしなかったが、もうお昼になろうとしているのだから、うっすらとは同意しているのかもしれない。

　クッキーだけではお腹にたまらないので、セーザンの隠していた竈で目玉焼きとパンケーキを作って先に食べた。

「お前、クッキーができるまで待つとか、遠慮とかないのか」

「え、だって、昨日からなにも食べてなくてお腹ペコペコなんですよ。それにクッキーはおやつじゃないですか。おやつで農作業の体力は培えませんよ？」

　三食しっかり食べてこその農作業だ。

　実家で育てていたマリーのじゃがいも畑は妹に託してきたが、きちんと手入れをしてくれているだろうか。

　逃亡者となった今、実家に戻ることは叶わないだろうが、ほくほくのじゃがいもが恋しかった。

　そうこうしているうちに、オーブンからとてもよい匂いが漂ってくる。

　バターの焼ける匂いだろう。

「ふわあ、美味しそう！」

「当たり前だ、俺が温度を調整しているんだからな！」

「セーザン、すごーい！」

　マリーがベタ褒めすると、セーザンは得意げに首を伸ばした。竜というから老獪なイメージだったのだが、セーザンはどちらかというと子どもっぽくてわかりやすい。マリーの末の弟を思い出す。

「よし、できたぞ！」

　チリチリーンとセーザンが尻尾で器用にベルを持って鳴らした。別に口で言っているから鳴らさなくてもよいのにとは思ったが、こういうのは気分だ。

　ミトンを手につけてマリーがオーブンの扉を開ける。

「うわあ！」

　ふんわりと甘い匂いが鼻腔をくすぐった。小麦粉と砂糖とバターだけでなにも複雑な材料は入っていない。にもかかわらず、そのシンプルな材料がわかりやすい美味しそうな匂いを漂わせている。

　天板を取り出してテーブルの上に敷物をしいてから置く。

「いただきまーす！」

　味見として一つ手につまみ、パクリと口にすると、サクッと音がした。

「すごい、サクサクしてる！」

「当然だ。俺が火を入れたんだからな！」

　セーザンが得意げにそう言った。

「だが、どうして焼いた俺より先にお前が食べるんだ！　俺にもよこさないか！」

「え、食べられるんですか？」

「食べる」

　パカッとセーザンの口が開く。なるほど口はあるのだから食べることはできるのだろう。だが食べた後はどうなるのだろうと尻尾の方を見つめながら考えていたら、セーザンがマリーの思ったことを察して、いやそうな顔をした。

「オーブンだから魔法に変換されるんだ！」

「おお、魔女のおばあさんの魔法、すごいですね！」

　なるほど、燃料のようなものかと思って、マリーは熱々のクッキーを手にセーザンの口元に持っていく。

「熱いですから気をつけてくださいね」

「俺は竜だから大丈夫だ」

　ひょいとその黒い口の中にクッキーを入れると、サクサクと噛みしめるようにセーザンが食べた。

「ああ……ばーさんの味だ」

　しみじみと、そして懐かしそうにセーザンが呟いた瞬間、

　ボンッ！

　オーブンが音を立てた。次いでボフンと白い煙が立ちこめる。

「わ、爆発!?」

　熱くも煙くもなかったので慌てはしなかったが、白い煙が消えていくとマリーは大きく目を見開いた。

「え？」

　オーブンがなくなっていた。

　あれほど部屋の中を占めていたオーブンが影も形もない。

　しかし、目前にスラリとした長身で細身の青年が立っていた。

　年の頃は二十四、五か。

　黒い髪で前髪は長く真ん中で分けており、後ろで一つに束ねている。その双眸も黒炭のように真っ黒だった。

　一方で、日焼け跡の残るマリーとは異なり白い肌をしている。

　少し陰鬱そうな顔立ちだが、十分見目麗しいと言える。

　枯れた麦のような金茶の髪に牧草色の瞳の、頭のてっぺんからつま先まで牧草地のような平均顔のマリーと比べるまでもなく美男子だ。

「あ、この家の主さんですか、はじめまして」

　とりあえずマリーは挨拶した。

「お前は馬鹿か。俺だ、俺」

「俺、さんですか？　私、そういった名乗らない人と面識はまったくなくて」

「セーザンだ、黒竜の！」

　青年が苛立ちながら叫んだ。

「え、人型になれるんですか？」

「ああ、普段はこっちの方がいろいろ小回りきくからな。竜の姿をいつもとっているわけじゃないんだ、本当は！」

　そう言いながらセーザンは肩を回したり、屈伸したりして、身体の動きを確認する。

「久しぶりに人型になったな！」

「ほえー、なんでもありですね」

　マリーが感心していると、セーザンは満足げに頷きながらマリーに言う。

「よし、お前をこの家に住まわせてやる」

「ん？」

「俺のために菓子を作ることを認めてやろう。まあ、最初のうちはクッキーだけでも我慢してやるが、そのうち、そのレシピの菓子は全部作れるようにしろよ」

　セーザンは椅子に座ると、ちょうどよい温度になったクッキーをさらに食べる。

　サクリと音がするので、冷えてきてもっと堅くなったのかもしれない。

「もっと焼き上がりはしっとりさせた方がうまいかもしれないな」

「へー」

「他人事みたいに見てるなよ。作るのはお前だからな？」

　決定事項のように言われてしまったが、マリーは了承していない。というか、突然の美青年の登場に内心落ち着かない。

「いや、私が作るよりセーザンが作った方が早いと思うんですけど？」

　人型になれるのならなぜ先ほどもそうしなかったのか。

　というか、オーブンになった魔法は解けなくて困っていたのではないのか。

　次々に湧き上がる疑問の答えはすぐに出た。

　ひとしきりくつろいだ後──といっても三十分にも満たない時間で、ボフン！　とまた白い煙が立ったのだ。

　煙が消えた後、マリーはセーザンの言ったことを理解した。

「俺は……焼成時間の間しか元に戻れないんだ。それを過ぎるとこうしてオーブンに戻ってしまう」

　目の前には初めて見たときと変わらないオーブン姿のセーザンがそこにはいた。



	
			２　黒竜のプリンは黄色い



　セーザンがその森を見つけたのはかれこれ百年以上前のことだ。

　魔女はすでに年老いてはいたが、お菓子作りをこよなく愛していた。

　セーザンも子どもではなかったが、魔女のもとを訪れてはそのおこぼれに預かった。

　セーザンは魔女がとても好きだった。

「けれど、竜と魔女では生きる時間が違う。人間よりは幾分魔女の方が長生きだが、竜に比べたら魔女の寿命はあまりにも儚かった……」

　魔女について語ってくれるセーザンは、時折昔を懐かしむようにキッチンの方に目を向けた。しかし、そこに魔女はいない。死んだからだ。

　話を聞く限り、魔女とセーザンの関係は良好だったように思える。

　だからこそ、不思議で仕方ない。

「どうして魔女のおばあさんはあなたをオーブンにしたのですか？」

　マリーが問いかけると、セーザンはため息をついてからポツリと言う。

「俺がばーさんを番つがいにしようとしたからだ」

「番？」

「俺の命を分け与えて、同じ時間を生きるようにすることだ。竜は一生に一度だけ、そうやって自分の命を誰かに分け与えてともに死ぬまで生きることができるんだ」

「おお、すごい」

　そういえばそのような話を聞いたことがあることを思い出す。人よりずっと長い時間を竜は生きるのだが、同族ではない生き物と一緒になるときは番になるそうだ。そうして自分の命を半分分け与えるのだという。そうすることによって、己の寿命は半分にはなってしまうが、竜と同じ時間を生きられるように相手を作り替えるらしい。

「え、じゃあ、魔女のおばあさんは、竜さんの恋人だったんですか？」

　番と言うからには夫婦だったのだろうかと聞くと、竜は首を横に振った。

「いや、違う。もうすぐばーさんが死ぬってわかったから、だったら俺の番にしようと思って……」

「ああ……」

　セーザンにとっては恋人ではなかったが、『家族』ではあったのだろう。だから同じ時間を生きてほしくて番にしようとした。

　けれど、魔女はそれを望んではいなかった。

「ばーさんは『もう十分生きたし、天国で旦那に会いたいから番にはなれない』と言った。けれど、俺はばーさんが死ぬのがいやで無理矢理番にしようとしたら、この身体に変えられてしまった」

　魔女は長生きだったが、旦那さんはいたらしい。

　会ったことはなくとも魔女の気持ちがわかる気がした。

「『番とはなんなのかよく考えてごらん』なんて訳のわからないことを言って、そのまま死にやがった！　なんなんだ、あのばばあ！　こんな姿で俺を遺して、いったいどうしろっていうんだ！」

　セーザンが憤るので、マリーはなだめるようにポンポンとその頭を叩いた。

「魔女の魔法ってどうやって解けるんですかね？」

「それは＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊！」

　最初にセーザンが言おうとしたときは、しゃべる声がピーと高音になってしまいまったく聞き取れなかったが、それは今も同じだった。

「んー、言わせないことになにか意味があるのかなあ……？」

「この際、魔法が解けなくてもいい。少しの間でもオーブンでない時間があればそれで十分だ！」

　魔女が死んでからずっとオーブンだった上に、この家を訪れたのはマリーが初めてだったらしく、久しぶりの自由がひどくセーザンには嬉しいようだった。

「お前は逃げてきたんだろう？」

　最初に話したことをきちんとセーザンは覚えていたらしく、確認してくる。

「まあ、たぶん多少は捜すでしょうけど、戻らない限りは放置されるんじゃないかなと思います」

　マリーゴールドという女性は死んだことになっているだろうが、それでも無理矢理殺されるよりはずっとマシだ。ビクビクおびえて隠れながら暮らすよりは、このお菓子の家でお菓子を作りながら暮らす方がずっと楽しいことには違いなかった。

「ここって、追っ手とか来ますかね？」

「お前が封印を解いたから来るかもしれないが、そのときは俺が追い払ってやるから菓子を作れ」

「封印って？」

　この森は禁忌の森と言われていたが、封印されていたのだろうか。そのことに驚いて尋ねると、セーザンが説明してくれる。

「ばーさんが死ぬ間際に人が来れないようにしたんだ。俺にこんな魔法をかけたうえでだぞ？　どうやって人も来ないのに魔法を解かせるつもりだったんだか……」

　説明というよりは愚痴だった。

（あ、封印って……）

　森の中にポツンとあった不思議な看板を思い出す。

　マリーが返事をすると、導くようにこの家へ案内してくれたあの不思議な光。

『汝、幸せを与えられる者か』

　あれが封印だったのだろうか。そしてマリーは自分でも知らないうちにそれを解いたことになるのだろうか。

「ちなみにその封印って、誰だと解くことができるって魔女のおばあさんには言われたんですか？」

「俺の魔法を解ける奴だな」

（やっぱり！）

　セーザンに幸せを与えられたなら、セーザンはオーブンから竜に戻れるのだろうか。

（でも、与えられる幸せってなに？）

　マリーが黙っていると、セーザンはその様子に勘違いしたのか、言う。

「俺はオーブンでなければ、竜にも戻れるし空も飛べるから、もし誰か、お前を追ってきた奴らが来ても大丈夫だ」

　封印が解けてしまったことで誰か来ることを、マリーが不安に思っていると感じたのだろう。セーザンがこちらに向けた視線は、いたわりが込められており、マリーの心は温かくなった。

（この竜、優しいんだなあ……）

　竜は生息数も少ない上に、その実態もわかっていない伝説の生き物扱いだ。そんな存在からしたら人間なんてちっぽけだろうに、セーザンはマリーの顔色などをよく見て言葉を選んで話しかけてくれる。

　きっと魔女のおばあさんとも、セーザンはそんな風に相手を思いやりながら暮らしていたんだろうなと思った。

　その気遣いがマリーにはありがたかった。

「どうだ、悪い話ではないだろう？　たまには隣の国に連れていってもやれるぞ？」

「あ、それは嬉しいかも」

　隣の国ならマリーのことを知る人もいない。ずっとセーザンと二人きりの生活は心配だったが、少しでも他の人と関われるなら願ってもないことである。

「ただし、焼き時間しか無理だからな。焼き時間が長い菓子を作らないと駄目だぞ」

　セーザンがレシピをズンっと突きつけてくる。後ろの方の頁には、とても焼き時間の長いお菓子がたくさんあった。

　しかし、そこに書かれている文章が長い。工程が多い。

　マリーはそのページから目を逸らすと苦笑しながら答える。

「最初は簡単なお菓子からお願いします……」


　お菓子作りには甚だ不安しかなかったが、マリーはお菓子の家に住むことにした。


＊＊＊


　セーザンとの生活は至って順調だった。

　普段はオーブンでしかない彼だったので、しゃべるオーブンがいるだけの一人暮らしのような生活だ。むしろ、しゃべる相手がいるだけずっと張り合いがある。

　裏には畑も作ることができたし、井戸もあるので食と住に困ることはない。着るものもそれほど拘らなければ魔女のおばあさんが袖を通さずにしまっていたらしい真新しい服が何着かあった。不思議なことに、それはおばあさんが着るような服ではなく、シンプルではあるが若い娘を想定したような作りで、まるで魔女のおばあさんがここに来る誰かのために用意したかのようなものだった。

　衣食住がそろってしまえば、お菓子の家は離宮に住んでいた頃よりずっと快適だった。

　ただしそれは、お菓子作りという命題がなければの話だが。

「よし、今日はプリンを作るぞ！」

「プリン、ですか？」

「そうだ、あの、甘くて美味しいプリンだ」

　その一言だけでセーザンがどれほどプリンが好物なのかわかる。

「お前は食べたことがあるか？」

「ええ。父がたまにお土産で買ってきてくれたから」

　国の端のせいか、父は隣国に行商へ出向くことも多かった。自国で作物を売るより関税がかかっても隣国で売った方が利ざやが大きいからだ。むろん、国にきちんと納税した上での余剰分でしかそういうことはしなかったし、そうして得たお金も子どもたちを学校に通わせたりなんだりするとあっという間になくなってしまうらしく、

「もう貴族なんてやめてもいいかな……」

　と父親が半ば本気で言っていたことを思い出す。

　マリーに側妃としての要請がきたときも、父は強く反対してくれて、やはり、

「お前が苦労するなら、私たちは貴族でなくなったっていいんだ！」

　と怒ってくれた。

　けれど、マリーが断ったことで国に目をつけられて領地を取り上げられるような事態にだけは陥りたくなかった。あの地にはマリーの家族以外にも親戚や知り合いがたくさんいる。うまくやってこられたのは、マリーの父であるレパン男爵が領民のためを思って領地を統治しているからだ。

　この大きな国を治めてくれる王様なら、きっと側妃にも幾ばくかの愛情を寄せてくれるのではないかと思って嫁いだのだが──

（まあ、私の考えが甘かったのよね……）

　まさか一度もお目通りすることなく殺されそうになるとは思いもしなかった。

　マリーが黙っていると、セーザンはさっさとレシピ集からプリンのページを探して開いてくれる。口と尻尾しか使えないのに器用なことだ。足の部分はオーブンの土台として固まって動けないらしい。

「さあ、マリー。これだ。これがプリンだ」

「はいはい、わかりました」

　プリンも基本、クッキーと似たシンプルな材料だけだ。魔女のおばあさんが素朴な味わいを好んでいたことがそれだけでもよくわかる。

「ええと、まず牛乳」

　牛小屋にいつの間にか現れた牛は、二日に一度、美味しい牛乳を出してくれる。普通の牛なら毎日搾乳しないと駄目なのだが、セーザンが言うには『魔女の牛』らしい。牛だけど牛ではないと言われて、意味がわからなかったので聞き流した。

　その牛の乳は、こってり濃厚というよりは癖のない素朴な甘さの引き立つ味だ。

「次に卵……って、六つも使うの？」

　そして鶏は毎日新鮮な卵を三つ産む。

　マリーが料理に使うのでたまに足らなくなるのだが、今日は幸い使っていなかったので残っていた分と合わせて足りそうだった。

「そして砂糖」

　材料はクッキーと同じようにたった三つ。

　驚くほど少ない。どうしてこの材料で固まるのかマリーは不思議で仕方ない。

　材料をそろえてキッチンに立つと、すぐにセーザンの「待ったーーー！」という声がした。

「なに？」

「お前、なんだそれは。なにに使うつもりだ」

　セーザンの顔色は悪い。といっても、黒いから青ざめているかどうかは定かではないが、あからさまにこわばった表情なのはわかる。竜なのにコロコロと変わってわかりやすい。

　セーザンの目はマリーの手に握られた調味料に向けられている。

　この家には魔女が遺してくれたものがたくさんあった。

　まるで誰かが使うのを意図したかのように、わかりやすく分類された調味料には、なかなか地方では手に入らない高級調味料もあった。

　マリーが今、手に持っている調味料もその一つだ。

　少し独特の香りがするが、とても鮮やかな黄色のウコン。地方によってはターメリックともいうらしい。

「これを入れるとね、黄色くなるのよ」

「そんなの言われなくともわかっているが、プリンの色はその黄色じゃない」

「え！」

　マリーが目を見開いて驚く。

「驚くお前に俺が驚く！　なんで材料以外のものを入れようとするんだ！」

「よく料理の本に、塩こしょうはお好みでってあるじゃない。ウコンも調味料だからお好みで入れてもいいのかと思った」

「そんな料理上級者みたいなことするな！」

　セーザンが泣きそうな声を出したので、しぶしぶマリーはウコンを棚に戻す。

「なら、どうやってプリンの黄色を出すの？」

「卵の黄身の色だよ！」

「白身は白いのに？」

「今回はしっかり硬めのプリンにするから、卵白は取り除く」

「おお」

　確かに卵の黄身は黄色だ。白身を混ぜるとどうもその色が薄くなってしまう気がしたのだが、あの黄色みが強いプリンは白身が入っていなかったことに感心する。

「まあ、白身の入ったプリンもあるにはあるがな」

「それじゃ、そのときウコンを使うのね」

「ウコンは一切使わない。頼むから知識がないくせにそういう調味料を使おうとしないでくれ」

「はーい」

　セーザンは口だけだが、言っていることは正しいのでマリーはそれに従って卵を手に持つ。

「待て」

「どうしたの？」

「白身と黄身をどうやって分ける？」

「……」

　マリーは考えた。しかし、白身と黄身を分ける方法が思いつかなかった。

　だから、フライパンを取り出した。

「なるほど、焼いて白身と黄身を分離させるのか。お前の思考回路がなんとなくわかってきたぞ」

「えへへへ、セーザンに褒められちゃった」

「まったく褒めてないが、お前でもできるやり方を教えてやる」

　そう言ってセーザンはマリーにワインの空き瓶と漏斗を用意させた。

　どうするのかと思うと、漏斗を空き瓶にセットしてそこで卵を割るらしい。

　試しに一つ割ると、漏斗の先はほそいので白身だけが瓶の底にたまっていく。

「へー！　すごい。セーザンって物知りなんだね」

「俺はお前が今までどうやって料理をしてきたのか不思議で仕方ない」

「焼いたり煮たりするだけで結構食べられるものになるのよ。あと、手間暇かかる料理は母と妹たちが担当だったから」

「そ、そうか」

　セーザンは根気強くマリーに手順を教えてくれる。

　といっても、分離が終わった黄身に、分量の砂糖と牛乳を混ぜて、濾して、鉄の器に入れるだけだったが、男爵領にいた頃は大雑把な料理しか作ったことがないマリーにとっては、それらの工程はどれも新鮮だった。

「そして天板に水を敷く」

「水を敷く？」

　水は液体だ。どうやって天板に敷くのだろうと考えて、マリーはひらめく。

　そしてゼラチンを取り出した。

「まてーーーー！」

　セーザンがこの日一番の声を張り上げた。

「どうしたの、セーザン」

「とりあえず俺は優しいし、お前の思考を理解したいから、そのゼラチンをどうするのかだけまず教えてほしい」

「水を敷くんでしょ？　水って液体だから敷けないと思って」

「あー、俺が悪かった。天板に水を指の第一関節ぐらいまで入れてくれればいい」

　どうやらゼラチンで固める必要はなかったようだ。

「そうならそうと最初から言ってくれればいいじゃない」

「ばーさんはどうしてこの女を家に招き入れたんだ!?　俺の忍耐力を試しているのか？」

「セーザン、水を入れたらどうすればいいの？　この鉄板に卵液を流し込めばいい？」

「なんで器に入れたのをまた流すんだ！　お前はゆっくり俺に独り言も言わせないのか……」

　ぐったりと首を下ろしたセーザンは、そのままマリーに器に入れたプリンを天板に置くよう指示をする。

「器にはそれぞれその薄布をかぶせろ。それは熱に強い妖精の布だ」

「へー！　この家ってお菓子を作るために本当にいろいろなものがあるのねぇ」

　鉄の器もわざわざこのために特注したものだろうし、お菓子作りには困らないというか、ここなら貴族をもうならせる至高の菓子も作れそうだ。

　まあ、マリーの腕ではどうやっても普通にたどり着けたら奇跡と自分でもわかってはいたが。

「よし、あとは三十分ほど俺が低めの温度で蒸し焼きにする」

　セーザンはそう言うと、いそいそとオーブンを温め始めた。

　マリーは壁に掛けられた時計を一応確認する。ゼンマイ巻きの柱時計も、おそらくお菓子作りのために用意されたものなのだろう。

　魔女のおばあさんが使っていたと思われる品の数々は、不思議なものもあるが、普通のものもずいぶん高級品だ。到底平民には買える代物ではない。

（そういえばここってどうして『触らずの森』と呼ばれているのかしら）

　離宮自体、城から離れてはいるが、まるでこの森を守るかのように建っていたのではないかと今なら思う。王族所有の直轄領だ。そんなところに魔女が住んでいたなんて話、マリーは一度も聞いたことがない。

「ねぇ、セーザン。魔女のおばあさんってこの国の王様と知り合いなの？」

　不思議に思って尋ねると、セーザンはあっさりと答えてくれる。

「二百年ほど前の王弟の妻だったらしいな。森の外に離宮を作ってそこで暮らしていたらしい」

「え、そうなの？」

　そんな話、聞いたことなどなかったし、歴史の資料にも載っていなかったはずだ。

「ただ、魔女と結婚したなんて外聞が悪いとか言われたらしくて病人扱いで幽閉されていたと聞くぞ」

「うわ……」

　マリー自身のことといい、この国はどうも『外聞』とか『世間体』に囚われて、都合の悪いことは隠すようだ。

「俺は会ったことないけど、ばーさんの旦那はゆっくりできていいって喜んでずいぶん長生きして死んだっていうから、それはそれで幸せだったんだろうさ」

　セーザンが目を細めてなにかを思い出しているかのような顔になった。きっと魔女のおばあさんのことを思い出しているのだろう。

　彼にとっておばあさんがとても大切だったことがわかる。

　それこそ家族として一緒に生きてほしいと願うほどに。

「よし、できたぞ！」

　チリチリーンとセーザンが尻尾でベルを鳴らした。

　扉を開けて天板を外に出す。そして布を取るとそこにはふんわりと湯気を立てて薄いクリーム色をしたプリンが綺麗にできていた。

「わー、すごい！　本当にプリンだ！」

「よし、スもはいってなさそうだな」

「さすがに私も酢は入れないよー」

「お前ならそう言うと思った」

　セーザンが苦笑いを浮かべたがマリーにその理由はわからない。気にはなったが今は目の前のプリンの方が先だ。

「できたても食べていい？」

「いいぞ、ただし俺にも一つ食わせろ！」

「はぁい」

　マリーはスプーンを持ってくると、ミトンをつけたままの手で器用にプリンを一つ手に持ち、それをすくう。まだ熱いのはわかっていたので、ふーふーと冷ましてから、スプーンの先をセーザンに向けた。

「はい、あーん」

「……」

　セーザンが目を見開いて驚いている。

「どうしたの？」

「は、恥ずかしくないのか、そんなことして！」

「え？　だって熱くて舌がやけどしたら大変じゃない」

　それにセーザンは首と尻尾しか動かせないのだ。できたてを食べたければマリーが手助けしてやるのが当然だろう。弟妹が小さかった頃はこんな風に食べさせてあげたこともあったので、マリーは恥ずかしいだなんてちっとも思わない。

「ほら、できたてだよ！」

　あーんとまた言うと、セーザンはしぶしぶ口を開いてちゅるりとプリンを吸い込んだ。

　その瞬間、ボフン！　と音を立ててセーザンが人型になった。

　マリーはそれを確認してから、自分もセーザンの前で、同じスプーンでもう一匙すくって食べてみる。

「すっごく素朴で美味しい！」

　クッキーといいプリンといい、あんな単純な材料でよくもこんなに甘いお菓子ができるものだと感心してしまう。

「ふん、こんなのは普通だ、普通。バニラスティックを入れた方が香りが出てよかったかもな。今度は入れてみるか」

　セーザンはそう言うと、マリーからスプーンと器を奪った。

「あ……」

　そしてマリーが止める間もなく、もう一口、パクリと口にした。

「！」

　今度はマリーの方が驚いた。

「どうした？」

「それ、私が食べたスプーン……」

「その前に俺に食べさせたじゃないか」

　セーザンが呆れた顔になるが、あれは竜のときでスプーンはほとんど口につかなかった。今のようにしっかりと口に咥えられてしまっては、なんだか恥ずかしい。しかも美形だ。

　思わず目を逸らすと、セーザンはニヤニヤしながらマリーの顔を見てくる。

「ほら、あーん」

　そして意地悪く自分が食べたスプーンでプリンをすくってマリーに食べさせようとしてくる。

「ちょ、やめて」

「なんだよ、お前は俺にしただろうが」

「それはセーザンが手足を使えなかったからであって、私は使えるから大丈夫なの！」

　マリーはそう言うと、自分のスプーンを取りにキッチンの食器棚へと向かった。

　セーザンは軽く笑った後に椅子に座って、残りのプリンを堪能する。

「これ、冷やしてもうまいから残りは冷蔵箱に入れておけよ」

「うん、わかった」

　様々なものが入っている倉庫には、冷蔵箱という魔法の箱もあった。腰のあたりぐらいまでの中型の箱で、食べ物を入れると冷やしてくれる魔法がかかっている。マリーの住んでいたところでは氷を買って冷やしていたので、この箱には本当に驚いたし、こんな便利なものが世に回らないことを不思議にも思った。

　魔法を使える人も少数ながらいるのだが、彼らの魔法は戦いなどに特化している。きっとこんな風に生活に特化した魔法など考えもしないのだろう。

（でも、こういうのあったら便利だと思うのになあ）

　しかし、この『触らずの森』と呼ばれている禁忌の森のことを考えると、それも難しかったのかなと思った。

　魔女のおばあさんは大好きな旦那さんと二人、静かに暮らしていたかったのだろう。

「そういえば、たくさん食べたらその分、人型でいる時間って増えるの？」

　倉庫から戻ってそう尋ねると、セーザンは首を横に振った。

「食べたものを消化するまでは無理だな。最初に口にした菓子の時間が適応される。だから一日一度が限度だ」

「そっか。クッキーをたくさん食べたら人間になる時間が長くなるわけじゃないのね」

「ああ。ただ、次は焼き時間の長い菓子を作らないとならないな」

「なんで？」

「お前が住んで材料も減ってきただろうから、買い出しに行かないと」

「そうなのね」

　マリーはプリンを一つ食べ終えて満足すると、それを流しに持っていって洗おうとする。

「おい、甘いものを食べたら喉が渇いたから紅茶でも出せ」

　椅子にふんぞり返っているセーザンがマリーに言ってきた。

「自分で淹れたら？」

「なんだと！　俺がオーブンで焼いたんだぞ？」

「私が作ったプリンですけど？」

　二人は少しだけにらみ合っていたが、やがてセーザンは立ち上がるとマリーの隣でヤカンを探し始める。

　文句は言うが、きちんと言うことは聞いてくれるのだ。

　年がいくつ離れているか知らないが、新しい弟ができたかのようなくすぐったい気持ちにマリーはなった。

「おい、なんで笑っている」

「んふふ。別にい」

「お前、感じ悪いぞ！」

　ブツブツ言いながらであったが、セーザンの淹れてくれた紅茶はスッキリとしてとても美味しかった。

　マリーがとても褒めると、それ以来、セーザンは自分でお茶を淹れてくれるようになったので、なんだかんだと言うがこの弟は素直で可愛いとしみじみマリーは思った。



	
			３　卵白クッキーの焼き時間は長い



「余った白身で卵白クッキーを作るぞ」

　翌日、セーザンはそう言った。

「用意するのは昨日残しておいた卵白に砂糖だ。以上！」

「すごい、それだけでクッキーができるの!?」

　世の中にはさらにシンプルなお菓子があるのかと驚く。しかも、余った卵白にそのような使い道があるとは思いもしなかった。

「卵白はきちんと冷蔵箱で保管しているな？」

「うん、昨日言われたからきちんとしまってあるよ」

「もし、他で作ることがあったら、冷蔵箱はないんだから、その場ですぐに作るように」

「卵は生だと腐りやすいからでしょ？　それくらいは私も知ってるわよ」

　料理の腕はないが、生物の知識ならしっかりある。伊達に父親を手伝って家畜の世話をしていたわけではない。

「お前、貴族と言っていた割にはほんと農民みたいだな」

「そうね。もともとは貧乏貴族だったし」

「だが王の側妃だったんだろう？　王妃とやらがいても大切にされていたんじゃないのか？」

　セーザンがそう聞いてきたので、マリーはなんとも言えない曖昧な顔をしてしまう。

「大切にされる……って意味なら、実家で貧乏貴族やっていたときの方が、ずっと大切にされていたかなあ……」

　家族と一緒に暮らしていた日々が遠い昔のように思えた。

　離宮のように、自ら作らなくてもご飯が出てきて働かなくてもいい場所は、人によっては天国かと思えたかもしれない。

　けれど、マリーにとっては、毎日父と家畜の世話や農作物の収穫をして、家族と一緒に作った温かいご飯をみんなで食べる日々の方が、もっとずっと、幸せだった。楽しかった。

（みんな、元気かな……）

　もう二年も前になってしまった。一切の連絡を絶たれていたのでみんながどうしているのかは知らないが、元気でいてくれたらいいなとは思う。

「会いたくないのか？」

　マリーの様子に思うところがあったのだろう。セーザンがそう問いかけた。

「私が会いにいって王様にバレたら、家族が殺されちゃうかもしれないから」

　マリーは殺されそうになったから逃げたのだ。

　もし、男爵領に行ったところを誰かに見られたら、家族がマリーを匿っていたと思われかねない。そうなると、家族は王族への反逆罪を問われるだろう。そんなことはどんなに会いたくてもできなかった。

「私はこのまま森でひっそり死んだこと扱いになっているといいなあ……と思う」

　自分が死んだことになってしまうのは悲しいが、それが一番家族に迷惑がかからないからだ。

　セーザンは首をもたげると、目を伏せて優しく言う。

「そうか……大切にしているんだな……」

「ええ、大切にしているんです」

「俺も、ばーさんは大切にしてくれていたのかなあ……」

「え？」

　セーザンはマリーと目を合わせると、その真っ黒な目で真剣に問いかけてくる。

「ばーさんはどうして俺をこんな姿にして、自分はとっとと死んじまったんだろう。確かにばーさんは俺と生きたくなかったのかもしれないけど、俺のことをこんな姿にしてまで一緒に生きたくなかったのかなあ……」

　しょんぼりとしたセーザンの頭をポンポンとマリーは叩く。

「大切にしてたんだと思うけど？」

「こんな姿にしたのに？」

　恨めしそうにセーザンはマリーを見上げる。

「オーブンにした理由はわからないけど、おばあさんがセーザンのことを大好きだったっていうのは、このレシピを見てもよくわかるから」

　マリーはおばあさんの残したレシピ集を開いて、セーザンに見せる。

　たくさんのお菓子がのったそれには、ところどころに付箋がされている。

　そのページにはレシピを書いたインクとは別の色のもので文字が追記されているのだ。

『夫の好物』

『セーザンの好物』

　夫と書かれた方がインクの色からして昔のものだとわかる。セーザンはおばあさんの夫のことを知らないようだから、セーザンの好物は後で追記したものだろう。

「旦那さんもセーザンも同じように書かれている。これって、二人が同じくらい大事にされていた証拠だと思わない？」

　マリーがそう言うと、セーザンはハッとしたような顔になり、それからぐっと眉間に力を込めた。竜がしかめっ面をするとかなりの迫力だったが、マリーにはそれが泣くのをこらえようとしている顔だとわかった。

「だといいな……」

「絶対、そうだと思う！」

　力強く断言すると、セーザンはするっとその頬をマリーに寄せてくる。

　竜の顔はひんやりと冷たくて、そして人と違ってやはり硬かった。それでも彼がそうしてマリーに顔をすり寄せてくれたのは、彼なりの感謝なのだろう。

　マリーはセーザンの首に手を回して、ポンポン、と優しくその首筋を撫でた。


＊＊＊


　卵白クッキーは卵白を泡立てる工程だけが大変だったが、砂糖と混ぜるだけだったのでマリーにもすんなり作ることができた。

　といっても途中できめ細かく泡立てるのがあまりにも面倒だったから、鍋でお湯を沸かしそこに投入しようとして著しく怒られたが。

　温めては逆に駄目なのだとかなり強く言い聞かされた。

　そして焼き時間は今までで一番長かった。

「卵白はじっくり焼くんだ。一時間から一時間半くらい。あとは俺が調節して焼く」

「ほへー、すごい長いね」

「ああ。だが一時間半あれば、町まで行けるからな。お前も連れてってやる」

　サラリと言われた言葉に、マリーはポカンとしてしまった。

「なんて顔してるんだ」

　セーザンが笑う。

「え、町って？」

「行く話をしただろう？」

「言ってたけど」

　てっきりセーザン一人で行くと思っていたのだ。

「俺の背にのせれば国境の町まですぐだ」

「え、いいの？」

「お前が一緒に行った方が材料は買いやすい」

　かくして一時間半後、セーザンとともに町に行くことになった。

　できあがった卵白クッキーは、砂糖と卵白を混ぜただけの簡単な代物だったが、絞り袋を使ったからか、生クリームを絞った後みたいな可愛い形で仕上がった。パクリと一口食べると、表面はサクリとしているのに中がしゅわっと雪のように綺麗に溶ける。

　その優しい味わいに、マリーもほっこりとしてしまったが、次を味わう暇もなく人型になったセーザンに「出かけるぞ」と促された。

　肩掛けの鞄は魔女のものらしく、セーザンはそれをマリーに持たせると彼女の手を握って外へと出る。

「よし、いくぞ！」

　そう言うと、お菓子の家の前でセーザンはスウッと空気に溶けるみたいに自然と竜の型に戻った。徐々にというわけではなく彼の周りの空気が湯気のようにくゆると、その瞬間にはお菓子の家よりも大きな黒竜になっていた。

「オーブンの大きさじゃないんだ……」

　唖然としてセーザンを見上げると、セーザンは鼻で笑う。

「あんなの子竜の大きさよりも小さい」

「へえ～。あ、すごい、身体はオーブンじゃないから鱗なんだね」

　ぺたぺたとセーザンの身体に触れた。

「黒竜にそんな風に触るのはお前くらいだな」

　セーザンは嫌がることもなくそう笑うと、ズシンと尻尾をマリーの手前に下ろす。

「それによじ登って俺の首のあたりにまたがれ」

「ひえ、無理では？　というか、無理！」

　どう考えても途中で落ちる自分しか想像できないと思ったが、セーザンは「大丈夫だ」と力強く断言する。

　そしておもむろになにかを唱える。

　すると、マリーの右手首に黒い輪が浮き上がる。

「え、なにこれ!?」

　自分の皮膚がボコリと浮き上がったので気持ち悪いことこの上ない。腕輪をつけられるならまだしも、輪の形になったのは自分の皮膚だったものだ。触ってみると普通の皮膚と同じ感触だったが、その部分だけ黒く盛り上がっているのはお世辞にも綺麗ではない。

「ふふ。きちんとついたな」

　セーザンは嬉しそうに目を細めた。オーブンと同じ黒い色だったが、竜となった彼はオーブンよりずっと美しい鱗を持っていたし、生き物としてもとても美しかった。その彼がずいぶんと満足そうにマリーの右手首を見ていた。

「この痣みたいなの、なに？」

　恐る恐るマリーが尋ねると、セーザンは答える。

「俺と離れなくなる『契約印』だ。俺と離されてもそれがあればお前は必ず俺のもとに戻る」

「なにそれ、怖っ！　ていうか契約っていっても、私、なにも承諾してないよ!?」

「だが俺に悪意がある者だったら契約できない。少なくともマリーは俺のことを嫌っていない。そうだろう？」

「──！」

　黒い双眸がこちらを面白そうに見ている。マリーの反応を窺っているのだ。

（ずるいっ！）

　マリーにとって、セーザンと暮らす日々は楽しいものだった。

　離宮の灰色の生活と比べるまでもなく、ここの生活は色鮮やかだった。

　そんな風に暮らせる相手を、憎く思うわけがあるだろうか。

「俺は、お前が俺のことを嫌っていなくて嬉しい」

　手首の契約印を見て、セーザンが微笑む。

（ひ、人型のときでなくてよかった……）

　竜のときでさえこんなに嬉しそうな顔なのだ。人の顔であれば、どれほどセーザンはうっとりとした顔になっていただろうか。そして、そんな顔をも正面で見てしまったら、自分はどうなっていただろうか。

　顔が赤くなりそうなのを押さえながら、マリーはそれでもと口を開く。

「せめて先に説明くらいしてくれてもいいじゃない」

　マリーが恨めしげに見れば、少しは悪いと感じたのかセーザンが目を逸らして言う。

「こうしなければ、万が一、時間が切れたとき、俺は強制的にこのお菓子の家のオーブンに戻されるが、お前は町に置いてけぼりになってしまう」

「そうなんだ……」

　確かに魔女のおばあさんの魔法で縛られているのはセーザンであってマリーではない。

　オーブンに戻る時間がきてしまった場合、マリーだけが町に取り残されてしまうのだろう。

「うーん、確かにそれは困るかも……」

「困るのか？」

　セーザンがそっとこちらを窺うように見た。

　勝手に黒い輪をマリーの右手首につけたくせに、やけに不安げだ。マリーはそれを少し不思議に思いながらも答える。

「困るよ～。だって町に一人でいたって私、追っ手に見つかったら即殺されちゃうもの。それならセーザンの側にいた方がよほど安全じゃない」

　万が一、追っ手が来たら、セーザンに戦ってもらう気満々だった。

　そう考えると自分もセーザンの気持ちを考えずに勝手に決めつけていたなとマリーは反省する。

　しかし、マリーの言葉を聞いて、セーザンの黒い目がキラキラと夜空の星のように輝いた。

「そうか、お前も俺と一緒にいたいのか」

「うん、その方がいいかな」

「そうか、そうか」

　セーザンは機嫌良さそうにそう言うと、マリーの首のあたりに自分の爪を近づける。すると、首根っこを掴まれた訳でもないのに身体がその手に吸い付いた。

「わわわ」

　そのまま背の方にセーザンが手を向けると、マリーの身体はふわっと浮いて、ちょうど首の付け根に横座りのような形で座らされる。そして手を首に触れると、意識しなくとも身体がピッタリとセーザンにくっついていることがわかった。

「わ、すごい不思議！」

　これならどんな風圧がきても落ちる気がしない。

「すごいだろう？」

「すごいすごい！」

「それでは飛ぶぞ！」

　セーザンが叫んだ瞬間、ぶわっと地面との間に風が巻き起こる。そしてセーザンが羽ばたかせると同時にグンッと空へと飛びたった。

「わーーーーーーーー！」

　マリーは思わず歓声を上げた。

　浮遊感はあったが身体がピッタリとセーザンにくっついているのでまったく怖くない。むしろ楽しい。

「きっもちいーーーー！」

　顔にぶつかる風も不思議と柔らかい。きっとセーザンと先ほどした契約のおかげだろう。

　背にはのっているが、まるで自分で空を飛んでいるような気分になった。

「ばーさんは自分で飛べたからな、お前が初めて俺の背にのる人間だ」

「おばあさん、自分で飛べたの？　本当にすごい魔女だったんだね……！」

　飛ぶ魔法など聞いたこともないが、魔女のおばあさんにはできたのだろう。とても強い魔法使いだったことだけはわかる。

　セーザンが一度羽ばたくだけで空を千里も駆け抜けるような速さだった。

　それだけ凄まじい速さなのに、風も不思議と心地よく感じられる。もしかすると感覚もセーザンと共有しているのかもしれない。

「ああ、久しぶりの空だ」

　ゆっくりとお菓子の家の上を旋回すると、セーザンは国境の町に向かって飛び始めた。

「気持ちいいだろう？」

　セーザンに問われて、マリーは大きな声で「うん」と答えた。

「すっごく気持ちがいい！」

　空を飛ぶことなんて初めてだったが、こんなにも気持ちいいことだとは知らなかった。次に生まれ変わるなら鳥がいいと思うくらい、空を飛ぶことは気持ちがいい。

　眼下の景色も、頭上の果てしなく青い空も、すべてが美しかった。

「セーザン、ありがとう！　こんなこと経験できて、私、とっても嬉しい！」

「そうか、お前が嬉しいと俺も嬉しい！」

　セーザンが嬉しそうに笑った。


　空の旅は本当にあっという間で、時間的には五分もかからずに国境の町にたどり着いた。

　セーザンは少し離れた森の中で人型になると、マリーから鞄を取り上げた。

　なにも言わずとも鞄を持つのは人型のときは自分だとセーザンは思っているようだ。

　魔女の魔法がかけられた鞄は全然重くなかったのだが、セーザンのその当たり前のように荷物を持つ姿に少しだけドキリとした。

　今までこんな風に誰かに荷物を持たれたことなどなかったからだ。

「どうした？」

　セーザンに問われて、マリーはなんと答えていいのかわからずに曖昧に笑った。

「ここから少しだけ歩くがたいした時間ではない。急ぐぞ」

　セーザンがマリーの手を握って、町へ向かって歩き出す。買い物するために少しでも早く町に行きたいのだろう。

（わっ）

　家の外に出るときも手を握られたが、こうしてまた握られると変に意識してしまう。

　マリーだって乙女なのだ。相手は黒竜だとわかっていても、今は人型の青年だ。

　人外のような美しさというわけではないが、凜々しく若々しい男性と手をつなぐことに恥じらいがないわけではない。

「どうした、おとなしいな？」

「え、いや、そう？」

　なんと答えていいのかわからず動揺していると、セーザンがマリーに笑いかける。

「！」

　お菓子の家でも毎日、人型になった彼と話すが、こうして外で笑いかけられるそれはなんだかまったくの別物だった。家と外という場所の違いがこんなにも大きいのかとマリーは動揺してしまう。

「安心しろ。この町はあの森から、人の足なら二ヶ月はかかる場所だ。お前のことを知っている奴などいないだろう」

　セーザンはマリーが不安がっていると思ってくれたようだ。だから笑いかけてくれたのかと思うと、胸に温かいものがこみ上げてくる。

　この黒竜は、きっと、マリーが思っている以上に優しいのだ。

（ああ、こんなに優しかったら、おばあさん、絶対番にはなれなかっただろうなあ……）

　たぶん、おばあさんにとってのセーザンは、マリーにとっての弟妹たちのような存在だったのではないだろうか。

　愛しいと思えば思うほど、彼に迷惑はかけられない。

　大切だからこそ、大切な人と巡り会ってほしい。

　それは家族に向けられる親愛の情の一つだろう。

「ありがとう、セーザン」

　マリーはそうセーザンに礼を述べると、きゅっと彼の手を強く握りこんだ。


　敵が侵入しないように大きな壁で周りを囲んだ町には、門兵もいた。

「身分証はあるか？」

　門兵の問いかけにマリーはドキリとする。入門に身分証は必要なかったはずだが、一応の確認はされることは知っていた。マリーの領地でもそうだからだ。

　身分証がない場合は、手形と名前を書いて保管される。手形を取る紙は魔法がかけられており、罪を犯した場合のみ、その手形情報を国内全土で共有することになっている。そうすることで犯罪者がわかる仕組みになっているのだ。

　今の自分には身分を証明するものはなにもないので、手形を取るかもしれない。犯罪者ではないから捕まることはないだろうが、万が一を考えると少し怖かった。

　思わずぎゅっとセーザンの手を強く握ると、セーザンはマリーに向かって一度微笑んだ後、持ってきた鞄からおもむろに身分証を取り出した。

（え！）

　キラリと輝くそれは王家の紋章が裏側についている。

　そして表には、

『この身分証を持つ者　セーザン　は王国の客人である』

　とだけ書かれていた。

　顔には表情を出さないはずの門兵も驚きをあらわにしたが、すぐに裏側を確認すると、

「大丈夫です。お通りください」

　と、マリーのことも一緒に通してくれた。

　マリーは門から中に入った後、セーザンの手を強く引いて尋ねる。

「その身分証、どうしたの？」

「ああ、ばーさんの旦那が遺した身分証を、ばーさんが俺用に書き換えてくれたんだ」

「え」

「身分証を作ったのは、ばーさんらしいから、書き換えも簡単にできるらしい」

　新たな事実にマリーはさらに驚いてしまう。

　魔女のおばあさんは、もしかしたらマリーが思っているよりもずっとこの国の中枢に関わっていたのかもしれない。

　年月が経って変わってしまったかもしれないが、それでもこうして今でも使える身分証にマリーは驚きを隠せない。

「さあ、買い物するぞ！」

　町の中に入ると、セーザンはマリーを引っ張って市場の方へと走っていく。

「ここに来たのは九十年ほど前だが、ずいぶん栄えたなあ！」

「そんなに前なんだ……」

「そのすぐ後に、ばーさんにオーブンにされちまったからな」

　それでは九十年近くオーブンのままだったのだろう。

　人の一生よりも長い時間だ。マリーはなんと言っていいのかわからず、心配そうにセーザンを見上げると、セーザンはなんでもないことのように笑った。

「竜にとってはあくびしてうたた寝するような時間だ」

　それでもおばあさんといた時間よりずっと長い時間、オーブンにされていたのだ。

　セーザンにとっては短くとも、それでも寂しく感じたのではないだろうか。

　マリーはぎゅっとまたセーザンの手を強く握った。

「今日は私がいるからね！」

　強くそう言うと、セーザンは一度ポカンとした顔でマリーを見た後、お日様のようにキラキラした笑顔をマリーに見せてくれた。

「そうだな、少しの時間だが楽しもう！」

　まるで子どものようにはしゃぐセーザンに、マリーの胸が強く脈打った。

　握っている手にも汗がにじんできそうになったが、慌てて動揺した心を抑えながら、市場の方を指さす。

「わー、すごいよ！　見たこともない果物がある！」

　マリーが指さすと、セーザンも頷く。

「あれは南国の果物だな。この国の果物よりずっと甘いからたくさん買って帰ろう！」

「え、腐らない？」

「ばーさんの倉庫があるだろう？」

「そうだった！」

　死んでもなお魔女のおばあさんの魔法は途切れない。

　どれだけ強くて、どれだけ偉大な魔女だったのだろう。あの森が『触らずの森』と言われていることと、なにか関係があるのかもしれない。

　ぼんやりとそんなことを思ったが、市場で果物を間近で見たら、すべてが吹き飛んだ。

「すごい赤い！　それに甘い匂いがする！」

「それはトウヨウイチゴっていう果物だよ。味見にどうぞ」

「いいんですか。ありがとうございます！」

　一口で口に入りそうな赤くて三角の形をした果物は、表面に種のつぶつぶがついており、見た目もとても鮮やかだ。

「へたの部分が緑色の髪の毛みたい。小人さんの顔みたいだね」

　しげしげと眺めながらそう言うと、マリーはあーんと大きく口を開けてパクりと食べた。

「お前は小人の顔って言いながら平気で食べるんだな……」

　セーザンが呆れたような顔をしたが、マリーとしては肉だって生き物を食べているのだから、小人くらいどうってことない。もちろん、実際の小人は見たことがないし、会っても絶対食べたいとは思わないが、これは小人でなく果物だ。

　噛んだ瞬間にじゅわっと口の中に広がるトウヨウイチゴという果物の甘さに、マリーは「ん～～」と言葉にならない声を上げた。

「甘い、甘いよ、セーザン！」

「じゃあ、これを一籠」

　セーザンは喜ぶマリーを見ながらトウヨウイチゴの籠を店主に渡す。他の果物より高い果物を躊躇わずに買うセーザンに店主の愛想は良い。

「セーザンは食べなくていいの？」

「お前に菓子を作ってもらってから食べる」

　セーザンがそう言ってマリーに微笑むので、マリーはイチゴと同じくらい顔を赤くしてしまう。

「おやおや、イチゴより甘い彼氏じゃないか」

　店主がマリーをからかうと、マリーはさらに動揺した。

「か、彼氏！」

「旦那かい？」

「だ、旦那！」

　まったく違うのだがなにを言っていいのかわからず思わずセーザンを見てしまうと、彼は面白そうにマリーを眺めていた。

「なんだ、否定しないのか？」

　店主と同じようにマリーをからかう顔にハッとする。そして「違うんです！」と言おうとしたが、それより先に店主に言われてしまう。

「まあ、そんなぎゅっと仲良く手をつなぎっぱなしのお二人さんをこれ以上、からかうのは野暮だね」

　二人の握られた手では、指と指がしっかりと絡まっていた。

　マリーはさらに真っ赤になって、もうなにも言えなくなってしまう。

「そうだ、菓子にするならこのコダマリンゴはどうだい？　甘さはイチゴに劣るしこのまま食べるには酸っぱいが、焼くと甘くなって美味しいよ」

　店主はセーザンに向かって手前の籠を指さした。そこにはじゃがいもと同じくらいの小ぶりの赤いリンゴがあった。

　マリーの領地にもリンゴはあるが、このように真っ赤なものはない。ほとんどが黄緑色をした甘味も少ないリンゴだ。それに大きさもマリーの知るリンゴよりずっと小さかった。

「コダマか。これでタルトを作ってもうまいぞ」

「そうなの？」

「ああ、皮の赤色でとても綺麗なタルトができる」

「すごい、それは食べたいかも！」

「お前が作るんだぞ」

　セーザンがマリーにそう言うと、マリーは「頑張る！」と元気に頷いた。

「お菓子を作ってくれるなんて素敵な奥さんだねぇ。旦那さんも手伝っているのかい？」

「はい、オーブンはセーザンが担当なんですよ」

　マリーが店主にそう答えると、セーザンが少しだけ照れたような顔をした。

「いいね。おばちゃんまで幸せな気持ちになれそうだ。リンゴも買ってくれるならこのバナナもオマケにつけよう！」

　そう言われて、結局マリーたちはリンゴまで買ってしまった。

　その後も、粉屋や調味料屋などをまわるとあっという間に時間は経ってしまう。

「今度、リンゴのタルトを作ったときも、焼き時間分は出かけられるだろうから、そのときは別のものをみよう」

　まだ名残惜しかったが、飛んでいる途中にお菓子の家に引き戻されてもどうなるのか怖かったので、マリーは素直にセーザンの言葉に従った。


＊＊＊


「ただいまー！」

　お菓子の家に戻るとすぐに、ボフンとセーザンはオーブンになってしまった。

　思った以上に時間がギリギリだったようだ。

「そういえば今更なんだけど、お金って大丈夫だったの？」

　セーザンが普通に払っていたので、なにも気にせずにいたが、そのお金はどこにあったのだろうと思えば、やはり魔女のおばあさんが用意していたものらしい。

「百年近く前のお金でも使えたんだね」

「ああ、今の貨幣は、偽造通貨が出回ったときにばーさんが指南役になって改良されたものだ」

「!?」

「偽造されにくい貨幣を造るのに協力したらしいからな。百年前の金でも使えるんだろう」

　ボソリとなんでもないことのようにセーザンは言ったが、マリーはいよいよ魔女のおばあさんはもしかしなくともこの国にとってとてつもなく偉い人だったのではないかと思ったのだった……



	
			４　リンゴのタルトは甘酸っぱい



「よし、今日はタルトを作るぞ」

「あいあいさー！」

　ビッと敬礼したマリーの覚悟は強い。

　なぜならタルトを作るために、それはそれは涙ぐましい努力を費やしたからだ。

　タルトの道は一日にしてならなかった。

　タルトの中に入れるリンゴのグラッセを作ったのだが、一度目は焦がして失敗し、二度目は砂糖の代わりに大量の塩を入れてしまい、人間が食べたら死ぬのではと思えるほどの食べ物を作ってしまった。

　結局、お腹が痛くなったので、その日のお菓子作りは終わりになった。

「砂糖がすぐに溶けないとお前が言った時点で気づけばよかった……」

　とセーザンはぐったりしていたが、マリーもぐったりだ。

　翌日、三度目の正直でリンゴのグラッセはできたのだが、今度はタルトの台座作りが待っていた。

　これが思ったより面倒くさい。

「適当に量るな！　クッキーとほとんど同じ材料だが、分量が違うんだ！　卵を入れることによってもったりさっくりした生地になる。よくレシピを見ろ！」

　セーザンに叱られながら、レシピとにらめっこしてタルト生地を作った。

「どうかな？」

　自信満々で生地を見せたマリーに対し、セーザンは静かに問いかける。

「この生地に埋まっている銀色のはなんだ？」

「タルトが浮き上がらないようにする重し！」

　鉛の粒のようなものもをタルトにのせると、焼いたときクッキー部分が反らないと書いてあったので入れたのだ。間違ってはいないだろうと堂々とした顔をセーザンに見せると、セーザンは静かに問いかけた。

「お前は鉛を食えるのか？」

「あ」

　食べられるはずがなかった。

　よくよく聞けば、生のフルーツを使ったカスタードタルトなどの場合、先に台座を作っておくために鉛を生地の上にのせるのだと知った。混ぜることは決してないし、今回作るリンゴのタルトはそのまま一緒に焼いてしまうので、鉛の重しは不要だった。

　かくしてなんだかんだとあったが、中身と外見が仕上がり、ようやくその上に飾り用として皮付きのまま薄切りにした生のリンゴをのせて、再度オーブンで焼いた。

「ここまできて、失敗なんてないよね？」

　不安げにセーザンに尋ねると、セーザンはムッとした顔になる。オーブンとしてのプライドを刺激してしまったのかもしれない。

「俺が焼き加減で失敗することなんてあると思うか？　お前の鉛入りタルトと一緒にするな」

「あ、はい。そうですね……」

　言われたことはもっともなので頷いて後片づけにとりかかる。

　オーブンで焼いている時間は大体後片づけや他の家事をする。セーザンもオーブンの温度管理に集中したいらしく、一度しつこく話しかけたら少しだけ焦がしてしまって、不機嫌になったことがあるからだ。

　今日もまったりと後片づけをしていると、珍しくセーザンの方がマリーに話しかけてきた。

「なあ、お前が好きな菓子はなんだ？」

「へ？」

　食器をすすいでいた手を止めると、マリーはセーザンを見た。

「好きなお菓子？」

「ああ。お前にも食べたい菓子とかあるだろう」

「うーん、好きなお菓子……」

　貧乏領主の家にお菓子などほとんどなかった。毎日の食事にありつけることだけで十分ありがたいと思っていたし、側妃として離宮にきた後も必要最低限の食事だけだったので、お菓子などの嗜好品は食べたことがなかった。

「あ、あれとか好きかなあ」

「アレ？」

「小麦粉に塩を混ぜたものを水で溶かして薄くフライパンに敷いて焼くやつ。オートミールとか混ぜたりすると腹持ちもよくなるの」

　よく母が作ってくれたおやつだ。たまにご褒美で果物が豊作の年はジャムも添えられていてとても美味しかった。

「お前、本当に貴族か？　俺の知っている首都の平民でも菓子というならもっと違うものを挙げるぞ」

「まあ、ここにきてお菓子を作るようになって、世の中にはこんなに美味しいものがいっぱいあるんだと知ったときはビックリしたけど、自分が子どもの頃食べていたものってそういうのと比べようがないって思うんだよね」

　しんみりした気持ちで家族を思い出すと、セーザンはそんなマリーをじっくりと見つめていたが、やがて首をゆっくりと床に下ろして呟く。

「たしかに、そうかもしれないな」

　その目はひどく穏やかで、遙か昔を思い出しているような気がした。

「ばーさんがよくチョコレートのケーキを俺に作ってくれたんだ」

「チョコレート！」

　マリーも一度しか食べたことがない高級品だ。そのまま食べても美味しいのに、それをケーキにするなんてどんなものかまったく想像がつかない。

「溶かしたチョコレートに卵白をよく混ぜて焼く菓子だ」

　そこまで聞いてマリーが露骨にいやな顔になる。

「なんだその顔」

「いや、また卵白かと思って……」

　お菓子作りの道は険しい。険しいのだが、その中で特にマリーが苦労したのが、卵白を泡立ててメレンゲにすることだった。あのとろりとした透明の卵白をひたすら混ぜて白くクリーム状にするまでの道のりの長さときたら、腕が棒になるんじゃないかと思うくらいだ。

「お前な、しっかりメレンゲを作らないと、うまい菓子はできないんだぞ」

「それはわかってるけど、あれ、すごく手とか肩周りとか、とにかく上半身がまんべんなく痛くなるんだもの！」

　いくら農作業で闊達だったマリーといえども、農作と料理では使う筋肉がまったく違う。

　最初の頃は、肩甲骨のあたりから腕まで、翌日はズシンとくる重さにぐったりしたものだ。

　今でこそ少しはマシになりはしたが、それでも自分から好んでメレンゲを作りたい気持ちには到底なれない。

「魔女のおばあさんはメレンゲ作るときどうしていたの？」

「俺が作っていた」

「ずるい！」

　竜であるセーザンならメレンゲ作りなど造作もないことだろう。それはそれはふわふわの上質なメレンゲができたことだろう。

「どうして私には作ってくれないの！」

「オーブンだからな」

　首と尻尾しか動かせないセーザンが呆れたようにマリーを見てきたので、ガクリとうなだれた。

「そうだった……オーブンだった……」

「だから俺の分までお前が頑張らないとならない。それにお前が作らないと駄目だからな……」

「ん？」

（どうして私が作らないと駄目なの？）

　不思議に思いはしたが、それよりもマリーの思考を一気に奪う出来事が起こった。

　言うまでもない。

　タルトが焼ける香ばしい匂いがオーブンから漂ってきたのだ。

「ふわああああ、いい匂い！」

　焼けたリンゴの甘酸っぱい匂いと、タルトの香ばしいクッキーの匂いがオーブンからし始めて、引き寄せられるようにマリーはセーザンに近づく。

「すっごく美味しそうな匂いだね！」

　オーブンの外側は、セーザンが調節しているのかそれほど熱くはないので、ペタリと両手をつけて触った。

「おい、ベタベタするな」

　セーザンが首でマリーを押しのけようとするが、マリーとしてはリンゴタルトの匂いにあらがえない。ついには身体をぺったりとオーブンに押しつけてしまう。

「早くできないかなあ」

「お、おい、離れろ！　お前、俺がオーブンだからって好き勝手にくっつきやがって！」

「オーブンだからくっつくんじゃないの。あー、あったかい……」

　最近、少し朝晩が冷え込んできたので、オーブンのほんのりとした温かさが心地よい。

　そのままできあがるまでくっついていようとしたが、首後ろの服を咥えられて遠くに移動させられてしまった。

　それからは近づこうとしても、尻尾でこちらを威嚇して近寄らせてくれない。

「いいじゃない、オーブンで暖を取るくらい」

「俺はオーブンだけど、オーブンじゃないんだぞ！」

「黒竜でしょ？」

「それもそうだが！」

　変なことを言う竜だなあと思いながら、マリーは仕方がないので後片づけをして残りの時間を過ごした。

　かくしてちょうど一時間と十分で、リンゴのタルトは焼き上がった。

「できたーーーーーー！！」

　ミトンをつけてオーブンの中からリンゴのタルトを取り出す。表面にのせられたリンゴはほんのりと焦げ目がついていてとても美味しそうだ。

　テーブルに置いて少し冷まし、それからタルト台から外す。

「あ、綺麗に取れる！」

「俺が焼いたんだから当然だ」

　タルトは台にくっつくこともなく綺麗に型から取り出せた。

　それをナイフでカットしていくと、中のグラッセの甘い香りが鼻腔をくすぐった。

　自分の分を皿によそい、先に一口食べてしまう。

　オーブンであるセーザンはマリーが食べさせないと駄目だからだ。

「美味しい！！！」

　とっても美味しかった。そのまま味見で食べたコダマリンゴはお世辞にも甘くは感じなかったのに、焼いたリンゴはとても美味しい。グラッセにした分、砂糖の甘さが強く出ている。しかも、サクサクとしたタルトの部分がリンゴの甘さを柔らかくしてくれて、いくらでも食べられそうな味だった。

「こ、これは太る……！」

「いつもより砂糖は少なかったはずだぞ」

「そうだったね。それじゃ、リンゴ本来の甘さかあ。甘酸っぱーい」

「早く俺にも食わせろ！」

　セーザンにせっつかれて、マリーはセーザンの分のタルトを彼の口に運んだ。

　大きな黒い口に不似合いな、ちんまりとしたタルトの欠片がその口の中に入ると、ボフン、と音を立てて人型になる。

「ん、リンゴの味がちょうどいいな」

　セーザンはそう言うと、マリーの手からフォークと皿を受け取り、椅子に座って残りのタルトを黙々と食べ始める。

　そんなときの彼は、どう見てもオーブンと同じ存在には思えない。

　どこぞの上位貴族の若様のような高貴な雰囲気さえ感じさせるたたずまいだし、ぽろぽろとこぼれやすいはずのタルトを、綺麗にフォークで取り分けて食べていた。

「なんだ、食べないのか？」

「食べる！　食べます！」

　思わず見とれていると、黒炭のような美しい双眸に見つめられて、慌ててマリーはタルトへと視線を移した。

　声などはいつものセーザンと変わらないし、毎日、お菓子の焼き時間だけ彼は人型になるのだから見慣れてもいいはずなのに、どうしても人型のセーザンには慣れない。

（セーザンの人型って、思った以上に格好いいのよね……）

　黒い瞳に黒い髪、シミ一つない白い肌はうらやましい限りだが、その体つきも軟弱というわけではなく、ほっそりとしてはいるがきちんと筋肉で包まれていることは容易に想像できる。人型のときに着ている服はいつも同じもので、全身黒なのだが、それが不気味に見えないのは彼の顔立ちに品のある青年風だからだろう。

　セーザンと目を合わせないままタルトを食べ終えると、

「どれ、町へ行くぞ」

　と言う。

「いいけど、お菓子の材料はこの前買ってきたよね？」

「あそこの町は他にも見所があるんだ。百年経ってどう変わったのか俺も見たい」

　セーザンの言葉に、マリーも確かに行ってみたいと思ったので、二度目の町散策へと出かけることにした。


＊＊＊


「なんかお祭りしてる！」

　町に着くと、この前とは違って祭りが行われていた。

　どうやら豊穣祭らしく、前回来たとき以上に人が多い。

「マリー、離れるなよ」

「うん！」

　セーザンがしっかりと手をつないでくれるので、安心して彼と一緒に市場を見て回る。この前のとき以上にいろんなものがあって、町全体がキラキラとしていた。

「おにいさん、おにいさん、見てって！　王都で流行りの王族の肖像画だよ！　この前生まれた王子様も描かれてるよ！」

　肖像画屋では、手のひら大の綺麗な紙に描かれた国王夫妻と王子の肖像画が売られていた。

「こんな顔しているんだあ……」

　自分の夫の顔をマリーはそこで初めて見た。変な話ではあったが、側妃でありながらマリーは自分の夫と本妻の顔を見たことがない。国王主催の舞踏会など貧乏地方男爵には到底参加できるはずもなく、地方には肖像画屋など来ることもめったにない。

　マリーは初めて見る肖像画を不思議な面持ちで眺める。

　金髪碧眼の三十代前半の国王は、年相応の男性だったし、王妃も年相応に見えた。

　寄り添い微笑み合う姿はとても仲が良さそうで、二人の間でこちらを見つめる王子もとても愛くるしかった。

「お前の旦那か」

　つまらなさそうにセーザンが呟いた。

「うん、そうみたい。私と並んだところ、全然想像できないね」

　きっとマリーが子どもを産んだとしても、国王夫妻のような肖像画は描かれることはなかっただろう。そのことに対してなんの想いもマリーにはない。ありえなかった未来だからだし、今は自分とはまったく関係のない遠い話にも思えるからだ。

「なあ、王妃様が今、体調を崩されているって話、本当か？」

　マリーたちの横にいた男が店主にそう話しかけた。

「ああ、お二人目をご懐妊されているんだが、悪阻がかなり重いらしい」

　店主がそう答えると、男は肖像画を見ながら「そりゃ大変だなあ」と言った。

「国としてはお二人も跡継ぎができてめでたいことだが、王妃様のお身体が心配だな。隣の家のカミさんも悪阻がひどかったらしくて、死にかけたんだ」

「へ、悪阻で死ぬことなんてあるのかい？」

「なんか妊娠すると病気にもなりやすいってカミさんは言っていたな。悪阻だと思っていたら、実は違う病気だったらしい」

「ひえ、そりゃ、怖いなあ」

「まあ、王妃様は国の一番偉い人の奥さんだからな。医者もしっかりしているだろうし、大丈夫だろうさ」

「来年は二人目の誕生祝いだな！」

　脳天気にそう話す二人を尻目に、マリーはその場を離れる。

（王妃様、大丈夫かなあ）

　マリーの母も、マリーたち五人を出産したが、そのすべてが安産だったわけではない。特に末の弟のときは、大変な難産で出血もひどく、産後もなかなか回復しなかった。

　青白い顔をして半年ほどベッドで寝ていた母を見て、出産とは簡単なものではないと思ったものだ。万全の準備をしていたからといって、必ずしも安全に子どもが生まれるわけではないことをよく知っていた。

「おい、マリー」

　ぐっとセーザンがマリーの手を引っ張った。

「なに？」

「これ、どうだ？」

　セーザンが手に取って見せたのは、すぐ横の店で売っている腕輪のアミュレットだった。金でできているのだろうか、幅の広い腕輪に色とりどりの宝石がついており、到底こんな市場で売られているような代物には見えなかった。

「お客様、お目が高いですね。そちらは南国の国で作られた装飾品でして、本来なら王族に献上してもおかしくない素晴らしいお品なんですよ」

　不敬と取られかねないことを店主が言ったが、ここは王都からはずっと遠い町の市場だ。誰もそのようなことをいちいちとがめる者もいない。

「ただ、この国ではその良さがいまいち伝わらなくて、こうして市場で取り扱われるのですが、市場で出すにはどうにも高価な値段でして……」

　そう言って店主がセーザンに告げた金額は、男爵家が一ヶ月は暮らせる食費代だった。

「セーザン、帰ろう」

　マリーがセーザンの手を引こうとしたが、セーザンがそれを止める。

「いや、買おう」

「セーザン？」

　唖然とするマリーをよそに、セーザンはキラキラとした金貨を数枚、惜しげもなく店主に渡した。

「ちょ、そんなの買ってどうするのよ！」

　マリーが呆れたように言うと、セーザンはマリーの右手首を掴んでそこに腕輪をはめる。

　セーザンにつけられた魔法の黒い輪が綺麗に腕輪で隠れた。

「あ……」

「女の手首にあのような無粋な印をつけたままなのは、気になっていたんだ」

　サラリとセーザンは言ったが、だからといってこれほど高価な腕輪をマリーに買うのはどうかと思った。

「それなら、ただの組み紐とかでもよかったのに……」

「いや、俺の印なのだから、ふさわしいもので飾るべきだろう。それにあのアミュレット、店主は偽物だと思っていたが、本物だったから、あの値段の十倍、本当ならする」

「え」

　マリーはギョッとして腕輪のアミュレットをまじまじと見つめた。

「ここにはめられた青い石は、ブルートパーズと間違えられやすいが、実はアクアマリンだ。アクアマリンでこれほど青い石も珍しい、こちらの石もタンザナイトという色が変わる石だ。それにどの石のカットもとても素晴らしい。よほど腕のいい細工師が作ったのだろう」

「ひええええ……」

　宝石のことなどまったく知らないマリーにとって、セーザンの言葉などさっぱりだが、確かに腕輪に填められた宝石はどの石もとても綺麗だ。

　セーザンは腕輪をつけたマリーの手を持ち上げると、満足げにそれを眺めて目を細めた。

「ん。俺の特別にふさわしい」

「──！」

　特別なのは腕輪なのか。魔法なのか。

　それとも──

　気がついたらマリーはセーザンの腕を振り払って駆けだしていた。

「マリー!?」

　セーザンが背後からマリーを呼んだが、マリーはそれどころじゃない。

　なんだかいたたまれなくて、恥ずかしくて、得体の知れない衝動に突き動かされるように、人混みの中を走り抜けていく。

　このごった返した人混みの中では、セーザンも追いつくことはできないらしく、「マリー！」と自分を呼ぶ声だけが背後から聞こえたが、振り向くこともできずに走っていった。
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（なんで私、逃げちゃったのかなあ……）

　自分で自分のことがわからないとはまさにこのことだろう。

　マリーは町の端で、自分の右手首につけられた腕輪を見ながら考える。

　セーザンはなにも悪いことはしていない。マリーに腕輪をプレゼントしてくれただけだ。

　それに対して、マリーは「ありがとう」とお礼を言えばよかった。

　それだけのことのはずだったのに……

『俺の特別』

　その一言が、ひどく甘くマリーの耳に響いた。

　まるでマリー自身が特別にでもなったような気持ちだった。おかしな話だ。マリーはセーザンの特別ではない。ただ、魔女のお菓子の家に迷い込んだ幸運な迷い子でしかない。

　他に帰る場所がないからあの家で世話になって、お菓子を作っているだけに過ぎないはずなのに、セーザンはまるでそうとは思えないような口調、そして視線でマリーの腕輪を見ていた。

　あの視線が自分と絡み合っていなくて本当によかったとマリーは思った。

　特別だと言葉だけでなく目でも訴えるようにして呟かれた一言は、田舎娘のマリーには刺激がかなり強すぎた。

　本にだってあんな刺激的な言葉は載っていない。

「勘違いなんて、してないのに……」

　セーザンにとってマリーはただのお菓子作りをする人間だ。そのおかげで少し人型に戻れるが、それは本質的な魔法を解いているわけではない。

「魔女のおばあさんは、どうやったらセーザンの魔法が解けるようにしたんだろう……」

　セーザンがそれを言えないようになっている限り、魔法を使えないマリーにはセーザンにかけられた魔女の魔法を解くことはできない。

「いつまで、私はセーザンのためにお菓子を作っていられるのかな……」

　いつかあの家を出ることがあるのだろうか。

　それとも死ぬまであそこでお菓子を作っていられるのだろうか。

　腕輪を見つめながら、マリーは途方に暮れた顔で空を見上げた。

　すると──

　ガシッと彼女の肩を強く掴む誰かがいた。

　セーザンかと思って振り返ったマリーは、見覚えのない人間に戸惑う。

　赤い髪に赤い瞳の、個性的な顔立ちの女性がマリーを見下ろしていた。女とは思えないほどの大柄なその女性は、まじまじとマリーを見つけた後、呟く。

「誰……？」

「え、誰って、私が聞きたいですっ！」

　女性はマリーに顔を近づけてクンクンと匂いを嗅いでくる。

「ちょ、な、なに？」

「あなたからセーザンの匂いがするんだけど……って、あら、あなた、セーザンの番候補なの!?」

「セーザン？」

　思いもしない名前が出てきてキョトンとすると、女性はマリーの手を掴んで腕輪をずらす。

「ほら、これ、番候補印」

「え、ええっ!?」

　離れていても呼べば戻ってこられるようにとつけられた魔法だと思っていた。まさかそれが番候補の印だなんて。

「この印がね、二重になると番になるのよ。ふふふ、そうなの、あの子、番を見つけられたのね」

　女性が嬉しそうに微笑む。その表情がとても嬉しそうで、番候補とかセーザンのこととか、いろいろ聞きたいことがあったのに見惚れてしまった。

「あなた、セーザンのなんですか？」

「私？　私はあの竜この姉よ。ジークレアというの」

　サラリと告げられた内容に、さらにいろいろぶっ飛んでしまった。

「お、お姉さん！」

（じゃあ、この人も竜？）

　マリーの思ったことがわかったのだろう。そっと、マリーの唇に人差し指を押しつけた。内緒、ということなのだろう。

　コクコクと頷くと、ジークレアはマリーの手を引いて、座れる場所まで誘導していく。

「セーザンはどうしたの？」

「ちょっとはぐれてしまって」

　本当は逃げてしまったのだがそんなことは言えない。

「まあ、その番印があれば大丈夫でしょう」

「その……番印って……」

　マリーが恐る恐る尋ねると、ジークレアはニコニコとしながら説明してくれる。

「私たちが竜種以外を番にするときにつける印ね。命を半分分け与えるという意味で、その印が二本になると正式なものになるわ。私にもあるのよ」

　そう言って見せてくれたジークレアの腕には、二本の赤い輪が浮かんでいた。

「あ、赤いのはもしかして身体の色ですか？」

「そう。あの子は黒だからね」

　セーザンは成人した男性にも見えるのに、ジークレアの口ぶりからは、彼がずっと幼い存在のように思えた。

「あの子は父と母の最後の子どもだったから、親離れするのもずいぶん遅くて……。『黒い』のは長命種だから、誰よりも長生きしてしまう。だから彼の一生が寂しくないように、私たちはかなり甘やかしてしまったわ……」

「色によって違うんですか？」

　竜のことなど詳しくないし、セーザンからもそんな話を聞いたことがなかったので尋ねると、ジークレアは頷く。

「番になるあなたに言うのは酷かもしれないけれど、番として命を分け与えても、私の倍は長生きよ」

「えっ……」

　それはどれほど長い時間生きていくことになるのだろうか。不老長寿と言われてもおかしくないほどの時間を生きていくことは、人間であるマリーには想像がつかない。

「しかも、『黒い』のは『生きる』ことが役割だから、子どもを持てない。彼らにとって唯一は、『番』ただ『ひとり』なの」

「……」

　マリーは息を呑んだ。

　竜種と人間の間に子どもができるのかどうかマリーにはわからないが、セーザンにはそれ以前に、そういう選択肢さえないことに、言葉を失う。

「それじゃ、ずっと独りってことじゃないですか……」

　思わず出た言葉に、ジークレアは静かに頷いた。

「同じ竜種でさえ、黒竜と夫婦になることを躊躇うわ。だから、あの子が誰かを選ぶことがあるのか、選べるのか、とても心配していたのよ。けれど、百年くらい前に突然姿を消してしまって……どうしたのかと思ったら……」

　魔女のおばあさんの家に入り浸っていた頃だろう。そしてそれからオーブンにされていた時間……

　竜にとっては瞬き程度の時間かもしれなかったその時間、セーザンはあのお菓子の家で、来るともしれない誰かを待っていた。

　そのことにマリーはドキリとする。いや、ドキリというよりは、ズキリと胸が痛んだ。

「あの子の相手が、あの子が『独り』だったって気づいてくれる子でよかった……」

　ジークレアが愛おしそうにマリーの髪を梳いた。その優しい手つきはマリーを通してセーザンに向けられたものだ。

「父と母が死んであの子はずいぶん気落ちしていたから、あなたのような人間と出会えてよかった」

　セーザンの親がすでに亡くなっていると知り、驚いたがそれは顔に出さないようにした。

　彼はマリーが思っているよりもずっと長いときを一人だったのかもしれない。

「黒竜は短すぎる命を惜しむように大体人間を番に選ぶのだけど、あの子もやっぱり人間を選んだのね……」

「……」

　違うんです。私、番ではないんです。

　そう言いたいが、言葉が声にならない。

　あまりにもジークレアの瞳が優しく、愛しげにマリーを見ていたからだ。

「あなたには酷な一生かもしれないけれど、セーザンと一緒に生きてくれるかしら？」

　その問いかけに答えることはできなかった。

　キラキラとマリーの身体が光り出したからだ。

（あ、時間……！）

　セーザンがオーブンへと戻ろうとしているのだろう。だからマリーを呼び戻そうとしているのだとわかった。

「いつかあなたたちの家に呼んでね。今日は会えてよかったわ」

「ジークレアさん、私っ──！」

　マリーが言おうとした言葉は、なぜか言えなかった。

　言っていいのかわからなかった。

　彼女が自分の弟を本当に大切に思っているのが、痛いほどマリーにもわかったからだ。

　一面が真っ白になり、引っ張られる感覚。空気に自分が溶けるような一瞬──

　真っ白な光の先には、真っ黒で艶やかなオーブンがこちらを不満そうに見ていた。

　見慣れたお菓子の家。そして見慣れたセーザンのオーブンが、目の前にあった。

「おい、どこ行ってたんだ」

　不満そうなセーザンは、じとっとマリーを睨んでくる。

　しかしすぐに頭をすりっと子猫のようにマリーの腹に押しつけてきた。

「捜しているうちに時間が来ちまった。心配した」

　彼が必死でマリーを捜していたのだと、その一言で理解する。

　マリーはセーザンの頭を撫でながら、「ごめん」と謝った。

　シャランと腕輪が鳴る。

　その下にあるのが番候補の契約印だと、どうして教えてくれなかったのか。

　知っていたら自分は──

　そこまで考えて、どうしただろうか、と考えてしまう。

　すぐさまセーザンの番なんて無理だと断っただろうか。

　それとも、セーザンだからいいと受け入れただろうか。

「どうした、マリー？」

　心配そうに首を上げたセーザンに、マリーはやんわりと曖昧な笑みを浮かべて首を横に振った。

（まだ、答えを出さなくていいよね……）

　すぐに出していい答えではない。まして本人から言われたわけでもないのだから、そのときまでしっかり考えようと思った。

「突然走り出して、ごめんね……」

　謝るマリーに、セーザンは困惑を浮かべつつも、「いや、無事だったならいい」とだけ返した。


＊＊＊


「いったい、どうすればいいんだ！」

　国王は荒々しく声を上げた。

　彼が叱責した重鎮たちは、誰も国王に対して奏上できない。いや、できることなどなかった。

「こうしている間にも、王妃の身体は弱っているというのに……！」

　彼にとって、何ものにも代え難いのは、最愛の王妃ただ一人だった。

　その妻との間にようやく第一子が恵まれ、相次いで第二子までも授かったとき、彼は神に感謝した。

　しかし一方で神を憎みもした。

　妻の体調が思わしくないからだ。悪阻がひどいだけなのかと思ったが、子が大きくなるにつれ王妃はどんどん弱っていく。

　このまま彼女が死んでしまったらどうしよう。

　国王の心はその不安と恐怖に苛まれていた。

「こ、国王陛下……」

　国一番の物知りと言われている学者が、震えながら手を挙げた。

「なにか知っているのか！　王妃を救う方法を！」

「畏れながら申し上げます……離宮の奥にある『触らずの森』に、竜が住み着いているという話を聞いたことがあります」

「なに？」

　国王にとって、それは子どもの頃に聞かされたおとぎ話だった。

　離宮の背後に座する『触らずの森』は、王族さえも立ち入りを許されない不思議な森だ。　かつてそこに曾祖父の弟が離宮を構え魔女と暮らしていたという話を聞いた。

　不思議な魔女は、その森で、数々の魔法で王家に貢献し、いま、国王の治めるカンダリル王国に文化的な繁栄をもたらしたとも言われる。彼女の貢献後の現在は、以前の国よりずっと文化レベルも向上し、彼女の生み出した数々の魔法の恩恵を王国は受けているらしい。だが、表舞台にはついぞ一度たりとも現れなかったため、たくさんの功績はあれど、果たして実在するのかさえ怪しまれている。

『触らずの森』には、その魔女の遺したものが数多くあると言われているが、魔女の魔法のせいか、何度立ち入っても、いつの間にか離宮に戻ってきてしまう。

　あまりに不可思議な森であるため、直轄領でありながら国王も全貌を把握できない唯一の場所だった。

「あの場所に、竜……だと？」

「はい……ここ最近、何度か森に入っていく黒竜を見たという話があります。過去の文献では、竜という生き物は、その鱗一つとっても素晴らしく強い武器になるとのことですし、その肉にも調薬としての効果があると言われております」

「よし、『触らずの森』に調査隊を派遣しろ」

　学者の一言に、迷いなく国王は決断した。

　しかし、それを別の者が止める。

「国王陛下、あの森は魔女との約束により王家に携わる者の立ち入りは禁止され──」

　彼はすでに引退してはいたが、前宰相として著名な老伯爵だった。しわがれた声は切羽詰まったように国王をたしなめるが、若き国王はその言葉に耳を貸さない。

「魔女などすでにいない森だ！　王妃を助けるためならば、なんとしても薬を手に入れなければならない」

「国王陛下……！」

「頼む！　今は一縷の望みにすがりたい。すがらせてくれ……！　王妃が……彼女が死んでしまったら私はどう生きていけば……」

　皆の前で脆くも崩れ落ちる国王に、老伯爵はなにも言えない。

　国王の気持ちも痛いほどわかるからだ。

「『触らずの森』に調査隊を派遣する。目的は竜の存在の確認。そしてその肉を採取してくること。頼む、私の妻を助けてくれ──！」


　その日、一人の妻を思う夫の言葉で国が動いた。

　そして、それは穏やかに暮らしていたマリーたちの生活を、否応なしに変えてしまうものだった。



	
			５　チョコレートケーキは苦くて切ない



「チョコレートを手に入れたぞ！」

　喜々とした声で家の中に入ってきたのは、人型になったセーザンだ。

　彼はとても嬉しそうに持っていた袋をマリーに見せつける。

　今日、彼はオーブンから人型になるなり、「チョコレートを買ってくる」と言って飛び出したのだ。

　チョコレート……遙か南方の国で取れる貴重な実から作られる甘味だ。マリーの国でも流通はしているが、チョコレート一つ買うだけで、家族の一週間分の食費が賄えてしまう。

　それだけ希少で高価な品だったせいか、このお菓子の家の倉庫であっても、一つもなかった。

　しかし、そんな希少なものであっても、セーザンにとっては大好物なものらしく、そのうち買いにいくと言っていたが、ついに今日、彼は目的の品を持ち帰ってきた。

「おかえり、セーザン」

　チョコレートの入っているらしい樽はかなりの大きさだ。どれだけの量のチョコレートを買ってきたのかと思うと少し怖いが、彼の顔がとても嬉しそうなのでなにも言わない。

「セーザン、砂ついてるよ」

　どれほど遠くに、脇目も振らずに飛んだのか。

　彼の衣服や顔に、白い砂がついていた。

　それを優しく払い落としてやると、セーザンがくすぐったそうに目を細める。

　そんな姿は、竜のときとまったくかわらないのだが、今はマリーより長身の綺麗な青年だ。

　その青年が砕けた顔をマリーにだけ見せることに、とくり、と小さく胸が弾む。

　最近、そう、セーザンの姉のジークレアに会ってから、どうにもたまに胸が弾むときがある。それを悪いことだとは思わないし、どういう理由で胸が弾むのかもうっすらとわかってはいるが、マリーにはそれをまだ自分の中で消化できていなかった。

（魔女のおばあさんはどうしてセーザンをオーブンなんかにして、どんな気持ちで彼の幸せを願ったんだろう……）

　情がわいたなら最後まで面倒を見てあげたらよかったろうにとも思ったが、魔女のおばあさんにそこまで要求するのも酷なこともわかっている。

　彼女には大切な人がいた。大切な人との暮らしがあった。

　その思い出とともに消えていく自分を惜しむことはできても、その記憶を持ったままセーザンと生きていくことは選べなかったのだろう。

「どうした、難しい顔をして」

　セーザンが心配そうにマリーを見てくるので、マリーは笑って首を横に振った。

「さ、セーザンが人型のうちにチョコレートケーキ、作ろう」

「ああ、そうだな！」

「セーザンは井戸できちんと手を洗ってきてね」

「わかった」

　いそいそと裏庭に向かう彼を見送って、マリーはケーキ作りの準備を始める。

　チョコレートケーキはセーザンが大好きなものらしい。魔女のおばあさんのレシピでも『セーザンの大好物』と書かれている。

　しかし、その作り方を見て、マリーは眉間にしわを寄せた。

　材料に卵が入っている。しかもその卵の使い道が、『メレンゲ』なのだ。

「よし、作るか」

　手を洗って戻ってきたセーザンに、マリーはすかさずボウルと泡立て器を突きつけた。

「セーザン、メレンゲ、お願いします！」

「ああ、いいぞ」

　彼は嫌がらずにそれを承諾してくれた。

　さすが自分の好物となればすぐにやってくれるらしい。

「あと十分ほどでオーブンに戻るから、その前に作るぞ」

「え、早くしないと！」

　セーザンがメレンゲを作っている間に、マリーはチョコレートとバターを湯煎で溶かすことにする。

「湯煎……」

「いいか、鍋に水をはって沸かす。だが沸騰しては駄目だ。ぷつぷつと気泡が連続して出てくるくらいまでにして、その上でチョコレートとバターを溶か──おおいっ！　お約束すぎるぞ、チョコレートをそのままぶち込もうとするな！」

　沸かし始めたお湯にチョコレートを投じようとしたマリーをがっつりセーザンが止めた。そのあたりは彼も予測していたらしい。

「しかも、左手にボウルを持っているのに、何故なにゆえお前はそのままぶち込もうとするんだ」

「えっと、溶けてきたらボウルですくうのかな、と」

「用意したボウルをきちんと利用するんだな……お前の料理に対する感性にある意味、感服するわ」

「えへ。そんなに褒められても」

「褒めてねえ！」

　セーザンがメレンゲを作りながらマリーに説明してくれる。湯煎とは沸騰しないお湯の上にボウルをのせて、その中でチョコレートを溶かすことらしい。しかも、そのときに中に水は決して入れてはいけない。チョコレートには油分が入っているので、水が入ると分離してしまうからだ。

「へぇ……」

　感心しながら、湯煎してチョコレートを溶かしていく。するとバターとチョコレートの混ざった溶液ができはじめて、そこから甘い良い匂いがしてきた。

「このまま舐めても美味しそう」

「うまいけど、ケーキを作るんだから舐めるなよ」

　セーザンに止められて、しぶしぶ味見は我慢してチョコレートを溶かした。

　そして溶けたチョコレートにコーンスターチを混ぜて、メレンゲで使っていなかった卵の黄身と砂糖を混ぜたものも加える。

「そして最後にメレンゲだ。これはよく混ぜていい」

「わーい」

　レシピにはたまに混ぜ方についても指示がつくときがある。『切るように』とか、『手早く』とか、そういった指示がマリーは得意ではなかったので、セーザンの適当な言い方に安心してメレンゲを混ぜていく。

　最後にはとろっとしたチョコレート溶液ができた。

「こんなのがケーキになるの？」

「なるんだよ」

　セーザンは嬉しそうだ。

　そしてケーキを型に流し込んだタイミングで、ボフンと見計らったかのようにオーブンになった。

「よし、このままオーブンで二十分だ」

「え、短い！」

　メレンゲクッキーのときはかなり長かったのに、その半分以下の時間に驚いてしまうと、セーザンは笑いながら答える。

「まあ、スポンジケーキじゃないからな、そんなにじっくり焼くケーキじゃないんだ」

「へえ……？」

　オーブンにケーキを入れて焼く間、マリーはコーヒーの準備をした。

　チョコレートケーキにはコーヒーが合うと、セーザンがコーヒー豆も買ってきたからだ。

　この家は、製菓用品だけではなく、茶器も意外に多い。紅茶や遠い異国の緑茶のような茶葉もあれば、コーヒー豆もいろんな種類があった。

　ゴリゴリとミルで挽いて、布ドリップで抽出していると、コーヒーの香りと混じるように美味しそうなチョコレートケーキの匂いがオーブンから漂ってくる。

「すごく甘そうな匂いだね」

「ああ、けどビターチョコレートにしたから、それほど甘くはないはずだ」

　甘いものが好きなセーザンではあったが、チョコレートケーキに使うチョコだけはビターが好みらしく、彼が買ってきたチョコレートもミルクではなくビターチョコレートだった。

「よし、できたぞ！」

　そうこうするうちにチョコレートケーキができあがる。

　マリーはオーブンの中から取り出して、ギョッとした。

　天板を動かした瞬間、ケーキの表面がふるふると動いたからだ。

「え、これ生じゃない!?」

　驚いてまたケーキを戻そうとしたが、セーザンがそれを止める。

「大丈夫だ。それであとはじっくり余熱で火を通していく。明日になればしっとりとしたケーキになってる」

「すぐに食べられないの!?」

　ケーキを食べるつもりでいたのに食べられないことに驚くと、セーザンが笑った。

「今日はチョコレートでも食べればいいだろう」

「えー」

　確かにチョコレートとコーヒーは合うだろうが、気持ち的にはチョコレートケーキだったので、とてもガッカリだ。

「この状態でカットしようとしても、中が蕩けてうまく切れないぞ」

　確かにふるふると震えるケーキの様は、とてもナイフで綺麗に切れる気がしなかった。

　マリーはガッカリしながらチョコレートを用意する。

　そしてセーザンの前にもコーヒーとチョコレートを用意して、いつものように彼にカフェオレボウルを近づけてコーヒーを飲ませた。

「ああ、うまいな」

「ケーキと一緒に飲もうと思ったのに」

　そもそも今日ケーキを食べられないなら、コーヒーの用意をしなかったのにと思ったが、セーザンは嬉しそうだ。

「そんなに膨れるな。チョコレートとでも十分にうまいぞ」

　セーザンの買ってきたチョコレートを口にすると、ほのかな苦みが後味に残るビターチョコレートは、確かにコーヒーとよく合った。

　どちらも苦いもの同士のはずなのに、喧嘩していない。

　むしろコーヒーの苦さが、チョコレートの甘さをより引き出していた。

「たまにはこんなシンプルな菓子でもいいだろう？」

　マリーの手ずからチョコレートを口にしたセーザンが、ニヤリと笑いながら言った。

　その通りだったけれど、それに従うのは癪なので、マリーは黙ったまま、チョコレートをもう一口、口に放りこんだ。

　苦いはずのチョコレートが、ひどく甘く感じられた。


＊＊＊


　翌日、冷蔵庫で冷やしておいたチョコレートケーキをマリーはティータイムに用意する。

　今日も昨日と同じくコーヒーを淹れて、型からケーキを外す。

「わー、本当だ！」

　昨日はぷるぷると揺れていたチョコレートケーキは、今日はしっかりと固まっており、カットすると、ずっしりとした感触があった。

「え、昨日あんなにぷるぷるしてたのに、不思議！」

　食べる前から、このケーキが濃厚だとわかる。ふわふわのスポンジケーキとはまた違ったしっとりとした様子に、その味が想像つかなくてマリーはソワソワする。

「よし、食べさせてくれ！」

　セーザンがワクワクと期待を隠せない顔で口を開けた。竜の牙がぎっしり並んだ口が開けられる様は、知らない人から見れば食べられそうで怖いかもしれないが、マリーには慣れたものだったので、フォークで先端を切るとそのまま彼の口の中に落とす。

「ん～～～～！」

　セーザンが首をくねくねと動かした。

　そしてゴクリと飲み込んだ瞬間、ボフンと人型になる。

「やっぱりチョコレートケーキはうまいな！」

「そうなんだ」

　セーザンの皿を彼の席に置くと、マリーも対面に座って自分の分を食べることにした。

　焼きたてではないことが少し残念だと思いながらも、しっとりとしたケーキにフォークを差し込むと、ずっしりとした感触でもってケーキが切れた。思った以上に濃厚な気がする。

　チョコレート色がさらに濃くなった茶褐色のケーキをそのままパクリと口にした瞬間、マリーも思わず首をくねくねさせたくなってしまった。

「なにこれーーーーー！」

「だろう！」

　喜々としてセーザンが相打ちを求めるので、マリーはぶんぶんと首を縦に振る。

　チョコレートの味がするけれど、チョコレートじゃない。

　チョコレートよりももっと濃厚で、口の中で溶けていく感じは、なんとも表現し難い美味しさだった。

　クッキーのようにホロホロ崩れることはないし、プリンのように柔らかく消えていくものでもない。口の中で溶けていく──その表現がまさしく正しいケーキだ。

　スポンジケーキのようなふんわりとした柔らかさはまったくないが、しっとりとした食べ応えは、空腹のときに食べたらさぞかし腹を満たすだろうと思える満足感をマリーに与えた。

「すっごい満足感！」

「まあな、空腹でないときに食べるとちょっともたれるとばーさんは言っていたが、俺はこのケーキのしっかりとした食感が大好きなんだよ。チョコレートだとすぐに口の中からなくなっちまうし、スポンジケーキだと口の中の水分まで奪っていくだろう？　けれど、これはそういうところがなくて、しっとりと口の中で消えていくから好きなんだ」

「これは私も好きになっちゃう！」

　食べた後のコーヒーがまたケーキに合う。

　口の中の甘さを、苦さが適度に中和してくれるので、ペロリとマリーは一つ食べてしまった。

　セーザンはその間におかわりして、半ホールを食べきってしまったのだから、よほどこのケーキが好きなのだろう。

「ばーさんが作ったチョコレートケーキもうまかったけど、マリーの作ったケーキもうまいな」

　とても嬉しそうにセーザンが笑って言った。

　魔女のおばあさんのレシピで作ったのだから、魔女のおばあさんの味だろうに、それでもこのケーキはマリーの味だと言ってくれることが、少しだけこそばゆい。

「あ」

　ふと、セーザンがなにかに気づいてマリーに手を伸ばす。

　そして口元に指で触れた。

　セーザンの指は、竜のせいかヒヤリと冷たい。その指が口元のなにかをかすめとり、そのまま自分の口へ持っていくと、パクリとセーザンはケーキの欠片を食べてしまう。

　マリーはそれを見て、ボッと火がついたみたいに顔が赤くなってしまった。

（なんでそんなベタなことを、普通にするかなあ！）

　思わず抗議したくなったが、頬杖をついてこちらを見るセーザンが、嬉しそうに目を細めるので、マリーはなにも言えなくなってしまう。

「なあ、マリー」

「な、なに」

「また、俺にチョコレートケーキ、作ってくれるか？」

　いつもなら作れと命令するくせに、どこか真剣な顔でお願いをされて、マリーはドキリとした。いつも以上に強く心臓がはねる。

「えっ」

「お前が作ったケーキが食べたい」

「メレンゲ作るの大変なのに！」

「それは俺が手伝う。だから、マリーが作ったケーキが食べたいな」

　楽しそうにお願いしてくる顔は、絶対にマリーが恥ずかしがっているのをわかっている。わかっているくせに、そうやってお願いしてくるのだからずるい。

　マリーはコーヒーを一口飲むと、その甘ったるい空気も流してしまおうとしたが、口から出たのはさらにその空気を甘くする一言だった。

「私でよければいつでも作ってあげる……」

　今度はセーザンが驚く番だった。

　セーザンが目を大きく見開いて、だが次の瞬間、破顔する。

　本当に嬉しそうに彼は笑って、それからマリーに確認する。

「いいのか？　ずっと作ってほしいって俺は頼むぞ？」

「えっ……」

（それって……）

「俺が好きな食べ物を、俺は俺の番にずっと作ってもらいたい。それが俺の夢なんだ」

　うっとりとした顔で、マリーを見つめながら告げられる彼の願いは、一途だ。

　ずっと探し続けていた者を求める瞳に、そんな安易に決めていいのかと思わず言いかけてやめた。

　彼はずっと待っていたのだ。

　このお菓子の家で。

　誰が来るともしれない彼にかけられた魔女の魔法を解いてくれる、彼を幸せにしてくれる誰かを待っていたのだ。

　その姿は、離宮で誰ともなく誰かを待つマリーと被る。

　あのとき、マリーは王妃と仲睦まじく暮らす王を望むことはなかったが、誰かが自分を助け出してはくれまいかとは思っていた。

　もう国王と王妃は幸せに暮らしているのだから、自分は好きなところへ帰っていいと言ってはくれまいか、このままここで、なにをするのでもなくずっといることの孤独から、どうにか解放してくれまいか──とただ、願っていた。

（ああ、どうして私がここに入れたのかわかった気がする……）

　誰にも必要とされない自分を、誰かに必要としてもらいたい。

　マリーの孤独と、セーザンの孤独の質はまったく違うものだ。

　種族も違えば、置かれた環境も違う二人だが、二人は二人とも、同じことを胸の中に抱え込んでいた。


　独りは寂しい。


　たくさんの家族に囲まれて、愛されて育ったマリーにとって、離宮の日々は牢獄に監禁されたかのようなつらい日々だった。

　それは父竜と母竜に愛されて育ったセーザンも同じだったのだろう。

　たまたま黒竜に生まれてしまったがために宿業を背負ってしまったセーザンと、たまたま子だくさんの家に生まれた貴族の娘だったために選ばれたマリー。

　自分で選んだ道ではない。

　生まれた場所が、環境が、種族が、自分たちを孤独に落とし込んだ。

「へ、返事は急がないから、考えてくれ」

　つらつらといろいろ考え込んでしまった沈黙を、セーザンは返事に窮していると感じたのかもしれない。

　慌てたようにそう言いつくろった。

「お前が生きている間に、少しでも俺と生きてもいいと思えるときが来たら、そのときでいいから……」

「私がおばあちゃんになってから返事してもいいの？」

「もちろん！」

　間髪入れずに断言するセーザンに、マリーは苦笑いを浮かべてしまう。

「じゃあ、他の人間と結婚してその人が死んでからここに戻ってもいいの？」

「う、それは……」

　意地の悪い質問にセーザンは言葉を失う。マリーがここを出ていくことなんてまったく考えていなかったところが、彼らしいと言えば彼らしい。

　そもそもマリーの腕には番候補の印がついているのだ。セーザンと離れること自体難しいはずなのに、そこまで考えが及んでいないようだった。

　それとも、もしマリーがここを出ていくと言ったら印は消してくれるつもりなのだろうか。

（そして帰ってくるかわからない私をまた待つの……？）

　いくら竜の一生が長いと言っても、ひとりが平気なわけではないことは、マリーも十分わかっている。

「大丈夫よ、どこにも行かないから」

　マリーがそう言うと、あからさまにセーザンは安心した顔になる。

　彼のそういうところが可愛いなあとマリーは思った。

「とりあえず今は、セーザンにかかった魔法が解けてから考えよう？」

　どうやって魔法が解けるのかマリーは知らないが、魔女のおばあさんはそんなにひどい魔法をセーザンにはかけていないはずだ。

　セーザンが寂しくなくなれば、魔法は解けてしまうのではないか、マリーはそんな風にさえ考え、楽観視している。

（だって魔女のおばあさんは、セーザンのことをとても愛していたはずだもの）

　この家の中の隅々に、レシピ集の中の至るところに、セーザンへの愛おしさが隠すことなく残っている。

　それは最愛の人に向ける愛情というよりは、家族へと向ける愛情のような優しさがしみこんでいた。

「本当だな！　約束だぞ！」

　実際、セーザンもそう言って破顔する。

　彼は魔法の解き方をマリーに言うことはできないが、どうやれば解けるのかは知っている。その彼がこんなにも嬉しそうな顔をするのだから、きっと魔法はそう長いときを待たずとも解けるのだろう。

　そのとき、マリーはどうすればよいのか──

　すでに答えの片鱗は見えているが、今すぐに結論を出すことはしない。

　まだ番になることを一つ返事で受け入れられる心構えはマリーにはない。

　今はただ、この甘くて優しい時間を、セーザンとともに過ごすことを、大切にしたい、と思ったのに──

　ガンガンガン、と激しく扉を叩く音がした。

　この、誰も訪れるはずのないお菓子の家の扉を、叩く音。

　穏やかな時間は、その乱暴なノック音で壊される。

「失礼する！　ここに誰ぞおられるか！」

　突然の男性の声に、マリーはビクリとした。

　人間の声だ。

　マリーがお菓子の家を訪れたことで封印は解かれてしまったが、『触らずの森』と呼ばれていたせいか、まったく人の訪れはない場所だった。マリーが来てから一度とて来訪者はいない。

　にもかかわらず、今、外で乱暴に誰かが扉を叩いている。道に迷ったような人の声ではない。なにかしら意図を持っているかのような強い男性の声に、マリーは嫌な胸騒ぎを覚える。

「大丈夫だ、この家は招かれざる者は入れないようになっている」

　セーザンが安心するようにマリーに言った。

　自分とて最初は勝手に中に入ったが、こんなに騒々しく威圧的に入ろうとしたわけではないし、すんなりと中には入れたのはそういう訳だったのかと今更、知った。

　たしかにこのお菓子の家には鍵など着いていなかった。セーザンと二人きりだったのでその必要性を感じてはいなかったのだが、こうして第三者が現れると鍵の重要性を思い知らされる。

　こちらの返事がないとわかると、扉の向こう側の人物はガチャガチャとドアを開けようとしてくる。それもかなり乱暴だ。

（絶対、いい人じゃない！）

　仮にも赤の他人の家のドアをあんなに乱暴に開けようとして、壊したらどうするつもりなのか。

　見えない向こう側の相手に対し、嫌悪が募り始める。

　セーザンはドアの側に近寄ると、軽く息を吸い込んでから外の人間に問いかける。

「何用だ！　ここが魔女の家と知ってのことか！」

「や、失礼いたします！　我々はカンダリル王国騎士団の者であります！」

　相手の名乗りに、マリーはさらに身体をこわばらせた。

　騎士団と言うならば、マリーを殺そうとした人間たちも関わっているはずだ。

　そんな人間たちが今更、なんの用かと思った。

　マリーが息を呑む中、セーザンは落ち着いた声で騎士に言葉を返す。

「この森は王国の騎士団といえども勝手に入ることは許されていないはずだ。なにしにここへ来た」

「我々はこの森を訪れているという黒い竜の噂を確かめに来ました」

　どうやら騎士たちの目的はマリーではなく、セーザンにあるらしかった。

「黒い竜などおらぬ。去れ！」

「あなた様はどなたでしょうか？　この森の魔女はすでに亡くなっているはずです。男性の声のようですが、男性が住んでいるという話は聞いたことがありません！」

　騎士がしつこくセーザンに食い下がる。

「私は魔女からこの家を継いだ者だ。王国では不可侵の約束を交わしているはずだ。何人たりともこの森に安易に足を踏み入れるな！」

　セーザンの声は、マリーが今まで聞いたことがないような声色と響きで、扉の向こうの騎士を威嚇する。

　そして、このとき初めて、だから『触らずの森』なのかと、森の名前の由来を知った。

　マリーは固唾を飲んでそれを見守っていたが、ふと、なにかの気配を感じた。

　窓の方だ。

　パッとそちらに顔を向けると、ローブを着た男が窓からこちらを窺っていた。

「セーザン！」

　思わずマリーが叫んだ瞬間、ローブ姿の男がバンと音を立てて窓を叩き割ろうとした。

　しかし不思議なことにお菓子の飴でできているはずの窓は、割れることはない。

　それでも中を確認した男は、得意げに玄関の方の騎士に告げる。

「若い男と女がいたぞ！　勝手にこの家に住み着いた奴らだろう！」

　彼らのやりように、マリーはいっそ怒りを通り越して呆れを覚えてしまう。

「この家は王国のものだ！　お前たちこそ立ち退け！」

　若い男女というだけで、魔女ではないと勝手に判断してそう言ってくる男たちに、セーザンが怒鳴った。

「ふざけるな！　ここは今も昔も魔女の家だ！」

「セーザン……」

「この家の中なら安心だ。ばーさんの魔法が王国の騎士に解けるわけがない」

　マリーがおびえるようにセーザンに近づくと、セーザンがマリーを抱き寄せて窓の方を睨む。

　窓の側には騎士や何人もの男たちが、無遠慮に中をのぞき込んできて、マリーたちを確認する。

　そして、そのうちの一人が叫んだ。

「あ、あの女！　あの女、国王様の側室を嫌がって逃げた女です！」

「なんだと、逃亡犯か！」

　ひどい言われようだ。マリーが逃げたのは殺されそうになったからであり、側室を嫌がったわけではない。

　にもかかわらず、外にいる男たちはマリーを犯罪者のように睨んでくる。

　セーザンはマリーの頭を抱き寄せると、窓の方を睨みつけた。

「大丈夫だ、マリー」

　セーザンの自分を心配する優しい声に、少しだけ落ち着いたが、それでも外が恐ろしい。

　このまま籠城すればなんとかなるとは到底思えない。

（どうしよう、どうしよう……！）

「くそっ……今日に限って……！」

　すると、セーザンが苛立ちを口にした。

「セーザン……？」

　マリーが顔を上げると、セーザンは眉間にしわを寄せて、ポツリと呟いた。

「時間だ──」

（あ──）

　今日は、焼成時間の短いケーキだ。二十分という時間は、この騒ぎであっという間に消費されてしまったらしい。

　ボフンと音を立てて、セーザンがオーブンに戻ってしまう。

　その瞬間、窓の方からものすごい声が聞こえた。

「竜だ！　男が竜になったぞ！」

「あの竜の肉を持っていけば、王妃様が助かるぞ！」

（え!?）

　一瞬、聞き間違えかと思った。

　しかし、マリーが窓の方を見ると、男たちが血走った目でオーブンとなったセーザンを見つめていた。

　セーザンも男たちの言葉に苛立ちとともに舌打ちした。

「馬鹿か！　俺の肉にそんな効果はない」

　王妃様になにかあったのだろうかとも思ったし、竜の肉が目的でここに来たことにも驚いたし、いろいろ起こりすぎて頭が追いつかない。

「おい、女！　竜の肉を切り取って外に出てこい！　お前も王国民であるならば、国王様と王妃様のために動け！」

　騎士の一人が窓からそうマリーに怒鳴りつけた。

「それとも、そこから引きずり出してお前をこの場で断罪してやろうか！」

　煽る言葉の汚さに、セーザンがその首をマリーに近づけて、マリーを隠す。

「明日になったらメレンゲクッキーを食べて俺があいつらをなんとかするから、今はあいつらのことを見るな」

　セーザンが忌ま忌ましそうに言って、マリーの視界を遮る。

　本当ならカーテンを閉めればいいのだが、どうしてもあの男たちが騒ぎ立てる窓に近づくことが、マリーにはできない。

　青ざめて、セーザンの首にぎゅっとしがみつく。

（早く……早く明日になって……）

　セーザンならきっと騎士たちが何人いようとも敵わないはずだ。

　だから明日になって、セーザンが甘いものを食べてオーブンから竜に戻ればなんとかなる──

　そう思ったのに、騎士たちはあまりにも非情だった。


　窓の方でしばらくわめいていた男たちは裏庭にも行って、裏口を叩いたり、煙突から入り込もうとしたりしていたが、決してお菓子の家は彼らを立ち入らせなかった。

　魔女の魔法の強固さに安堵はしたが、何時間もこの小さな家に執着する彼らが、とても恐ろしい者に思えた。

　そして、赤い夕日が斜陽として窓から入り込んできたとき、マリーは違和感を覚えた。

　それは嗅覚。

　いつもの甘い柔らかなお菓子の匂いではない。

　ツンと鼻につく変な臭いだ。

「なに……？」

　セーザンの首にしがみつき動かずにじっとしていたマリーは、その臭いに周囲を窺う。

　お菓子の家の周りでトポトポと液体を流す音がする。

　男たちの声がしないのがやけに不気味だ。

「くそがっ……！」

　セーザンはなにかを感じたらしく、オーブンの扉を突然開ける。

「え、セーザン？」

「この国はこんな腐っているのか！　すまない、耐えろ！」

「？　セーザン？　なに？」

　訳もわからず首根っこを咥えられ、そのままオーブンの中に放りこまれる。

「えっ!?」

　突然のことに、なにが起こったのかわからなかった。

　しかし、次の瞬間、

「点けろ！」

　騎士の誰かの声とともに、窓の外が夕日だけではなく赤く燃え上がった。

「！」

（なんてことを──！）

　言葉もない。

　騎士たちがなにをしたのかわかったからだ。

　籠城しているマリーたちにしびれを切らし、彼らはお菓子の家に火を点けたのだ。

「いくら強固な魔法であろうとも、解除の魔法薬で着火した火には敵うまい！　おい、女！　今すぐ出てこぬと、竜は死なずともお前は焼け死ぬぞ！」

　騎士の──いや、もう騎士でもなんでもない。外道な男の声に、マリーは口を押さえて叫ぶのをこらえた。

「大丈夫だ、マリー。安心しろ」

　セーザンが優しい声でマリーにそう言った。

「俺の腹の中にはどんな熱も通さない。空気だってたくさん吸い込んでおく。お前を死なせることなど、決してしない」

「でも、お菓子の家が燃えちゃう！」

　お菓子の家の中には、魔女のおばあさんの思い出がたくさん残っていた。レシピ集だってそうだ。お菓子や食材だってそのままだ。

「大丈夫だ！」

「でも……っ！」

「お前が生きていれば、それだけでいい！」

　セーザンが断言した言葉に、マリーは強く胸を打たれた。

　そんなわけがあるはずない。

　この家にはセーザンと魔女のおばあさんの思い出がある。

　少しの日々ではあったが、マリーとセーザンとの思い出だってある。

　誰かのわがままで、燃やされていいものなんてなに一つないはずだ。

「セーザンっ!!」

　マリーが叫んだ瞬間、ごおっと赤い炎がお菓子の家の壁を焼き始めるのが見えた。

　バタンっと黒い扉が閉められて、真っ暗な闇が訪れる。

「セーザン！　セーザン！」

　マリーは叫んだが、不思議なことに一切の音が吸収されてしまう。

　そして、周囲の音もまったく聞こえない。

　確かにオーブンの中は熱くもなく、冷たくもなかった。

　それでも真っ暗な中に、一人閉じ込められてしまったことを、マリーは恐れる。

「セーザン！　セーザンは大丈夫なの？　本当に大丈夫なの？」

　必死にマリーは声を張り上げ、オーブンの扉らしき場所を叩いたが、ついぞその扉は開くことはなかった。
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　何時間……闇の中にいたのだろうか。

　マリーは外の音から遮られたその場所で、セーザンの声も聞くことができずにそこにいた。

　無音の暗闇は、そこがセーザンの中だと思わなければ、どうにかなってしまいそうなほど長く、そして苦しかった。

　それでもセーザンが必ず扉を開けてくれると信じて、マリーはその中でひたすら待っていた。

　そして──

　そんなマリーの願いの通り、ギイッと扉が開かれた。

　しかし、光の一つも差し込んでは来ない。

　マリーが暮らした暖かい魔女のお菓子の家は、扉の向こう側にはなかった。

「セーザン……？」

　マリーが掠れた声でそう言いながら、オーブンの中から顔を出すと、美しい星空が見えた。見慣れた森も。

　そして、目の前に赤い髪の美しい女性が心配そうにこちらを見て立っていた。

「セーザンから助けを呼ぶ声が聞こえて、ここに来たの……久しぶりね、セーザンの番のお嬢さん」

「ジークレアさん……」

　マリーがよろけながらオーブンから外に出ると、外はどっぷりと日が暮れて真夜中だった。そして足下は黒く煤焦げて、なに一つ残っていない。

「ここは魔女の家だったのね。魔法薬で強制的に魔女の魔法を解除したのがわかるわ。しかも乱暴に火を放つなんて……そのせいでなにもかも燃えてしまった……」

　ジークレアが来たときには、もうここは焼けて跡形もなく燃えてしまっていたのだろう。

「セーザン!?」

　マリーは慌ててそう叫びながらオーブンを振り返った。

　マリーが無事だったのだから、セーザンも無事だろうと思いたい。

　振り返ると、セーザンが首を掲げて口を開けた状態でこちらを威嚇するように座していた。

「セーザン！」

　怒っているのだろうか。なにもできなかったことを悔いているのだろうか。

　マリーにはわからないが、それでもセーザンが燃えずに残っていてくれたことがありがたかった。

　その首にしがみつき、マリーは涙ながらにセーザンに言う。

「ありがとう、セーザン！　あなたのおかげで助かったわ……！　ごめんなさい、セーザンも熱かったでしょうに……！」

　まだほんのりと温かいのは火事の名残だろうか。煤けた彼に触れてマリーの頬や身体も黒く汚れたがそんなことはかまわなかった。

　セーザンが生きてさえいてくれればそれでいい。

　そう思ったのに──

「セーザン……？」

　セーザンはいつまで経っても口を開けたまま動かない。

　声一つ上げない。

　その異常さを、マリーは感じ取った。

　恐る恐る顔を離し、目の前で口を開くセーザンの顔を見つめる。

　こちらを睨みつけるように口を開けたセーザン。

　しかし、その目はなにも映していない。何色にも光らない。

「え、セーザン……？」

　ぺたぺたと彼の頬に触れる。オーブンになっているときの彼の肌は、オーブンの材質でできているかのような肌だった。彼の背にのって飛んだときは生き物の鱗がついていたが、今の彼の肌はうっすらと鱗があれどそれはまるで飾りのようで。

「セーザン？　セーザン！」

　何度も彼の名前を呼ぶ。

　何度も彼の頬に触れる。

　何度も、何度も、何度も、彼からの返事を待つ。

　けれど、なに一つ、彼から返ってくるものはなく、腹の扉を開けた彼は、オーブンそのものだった……

「セーザンがどうしてこんな姿なのか私にはわからない。おそらく魔女の魔法なのだろうけど、それを強制的に解除しようとした炎と、セーザンがオーブンであり続けようとした力が作用して、こうなってしまったんだと思う……」

　ジークレアがそう説明してくれたが、マリーには理解できない。したくなかった。

「そうだ、お菓子！」

　マリーはポケットの中に残っていたメレンゲクッキーを取り出すと、セーザンの開いている口にそれを放りこんだ。

　口の中は真っ暗でどこまでつながっているのかわからないその奥に、スウッと溶けるようにメレンゲクッキーは消えていった。

　マリーは息を呑んで待つ。

　きっと、すぐにセーザンが人型になってくれると信じて。

　しかし、いつまで経ってもセーザンはオーブンのままで、動こうともしない。

「やだ……セーザン、やだ……」

　すっかりと冷え切ったオーブンにマリーはしがみつく。

　目からは涙が止めどなくあふれ、煤で汚れた黒い水が頬を伝う。

　それでもかまわずマリーはセーザンの名前を呼ぶ。

「セーザン！　セーザン！」

　ジークレアがなにか言いたげにマリーの肩に手を置いたが、マリーは彼女の方は見ずにひたすらセーザンに呼びかけた。

「うそ……なんで？　なんでこんな……！」

　セーザンだけならば、炎であぶられても死ななかっただろう。彼は竜だ。人間ごときの魔法で敵うわけがない。

　そして、もし魔法を解く炎だったのであれば、彼はその炎に身を任せていればよかったはずだ。

　そうすればオーブンの魔法も解けて、セーザンは竜として王国の騎士など軽く退けられただろうに。

　だが、あのとき、セーザンはオーブンでいなければならなかった。

　彼はその腹の中に、大切なものをしまいこんでいたから、オーブンであり続けなければならなかったのだ。

　マリーがその腹の中にいたから。

「いやあああああああああああああああああああああああああああああ！！！」

　悲鳴のような声が森中に響き渡る。

　かつて竜だったそのオーブンの前で、マリーはいつまでも嘆き悲しむことしかできなかった。



	
			６　あなたと二人で



『触らずの森』と呼ばれた森の奥で、ある日、小さな火事が起きた。

　王国の騎士団らしき者たちが何人かそこへと向かい消火したらしいが、森の周囲には人が住んでいなかったので、幸い被害はなかったらしい。

　そして、森から帰ってきた騎士たちは、その手に小さな黒いなにかを持っていた。

　騎士たちはそれを国王に献上し、国王はその黒いなにかを煎じて王妃に飲ませた。

　すると、たちまち体調を崩していた王妃の身体は元に戻り、無事に第二子である王子を産んだ。

　しかし、生まれた王子は背中の半分を黒い鱗で覆われる呪いを受けていた。

　国王と王妃はとても嘆き、『触らずの森』に再び騎士たちを派遣したが、森は不思議なことに王国の民を誰一人受け入れることはしなかった。

　入ろうとしても、入れないのだ。

　うっすらとした膜で覆われた状態の森に、「騎士たちが『触らずの森』で悪いことをしてしまったのではないか」「そのせいで第二王子が呪われたのではないか」と、ひそひそと囁かれることはあったが、もともと『触らずの森』は誰も入るところではなかったので、噂自体もかき消えてしまった。

　結局、残ったのは黒い鱗を背中に背負う可哀想な王子だけだった。
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　シャカシャカとメレンゲを泡立てる。

　昔は不慣れだったそれも、日々繰り返せば大分様になっていく。

　女の細腕でも、しっかりと角が立つメレンゲができるのだ。

「こんにちは、配達に来たわよー」

　お菓子の家にノックもせずに入ってきたのは、赤い髪の美しい女性だ。

　セーザンの姉竜であるジークレアだ。

「いらっしゃい、ジークレアさん」

　ニッコリと微笑んでそれを出迎えるのはマリーゴールド。

　このお菓子の家の現主だ。


　あの日、ジークレアは泣き叫ぶマリーをそのままにはしなかった。

　彼女は遺された魔女の魔法の痕跡から、魔女のお菓子の家を復元してくれた。

　そして、『触らずの森』に改めて結界をかけてくれた。そのとき、マリーの話を聞いたジークレアは結界に、『王国民をすべて入らせない』という付加をつけた。

「この森に魔法をかけた魔女はとてもすごかったのね。私にも考えつかない魔法だわ……」

　魔女のおばあさんは竜さえも驚くほどの偉大な魔女だったらしい。

　そして、ジークレアの力をもってしても、セーザンを元に戻すことはできなかった。

「セーザンの意志も働いているから……」

　オーブンから竜に戻るわけにはいかないという強い意志が、彼をオーブンたらしめているのだとジークレアは言った。

　それからマリーはずっとこの森で暮らすことに決めた。

　必要な食料や日用品などは、月に二度ほど、ジークレアが届けてくれることになった。

　そのことを申し訳ないとは思ったが、ジークレアには、

「ごめんなさいね。愚弟が番契約を解いてないから、あなたもどこにも行けないのよね……」

　と、逆に謝られてしまった。

　マリーの腕についた黒い一つの輪は、彼がオーブンとなった今でもついたままだ。

　番契約を解除することは契約したセーザンしかできないらしい。

　ただ、番が死ぬときは、まだ番となっていない候補の契約印は消えるはずなので、セーザンはオーブンになってしまったが、死んではいないそうだ。

　そのことだけは、唯一の救いに思えた。

「まったく。自分がオーブンになるんだったら、マリーのことを解放してからにすればいいのに」

　ジークレアはそのことをとても申し訳なく感じているようだが、マリーには今のままで十分ありがたかった。

「ジークレアさんが来てくださるから、まったく不便はないですよ」

　笑いながらマリーはそう言った。

　あれから三年の年月が流れた。

　二十歳だったマリーは二十三歳になっていた。

　人間だったらちょうど花盛りとも言えるその年月を、たった独りでこの森の中にいるマリーをジークレアは哀れに思っているようだが、マリーにはなにもつらいことなどなかった。

「セーザンがいますから！」

　ニッコリと笑って、マリーはセーザンを叩く。

　オーブンの彼は口を開けたまま、なにも言うことはないが、ちょうど適温になったので、マリーは型に流し込んだチョコレートケーキをオーブンに入れる。

　セーザンが動かなくなってから、しばらくはなにも手につかなかったが、やがて気がついたらジークレアに頼んでお菓子の材料や器具を頼んでいた。

　そしてうろ覚えながら少しずつお菓子を作り始めた。

　セーザンはなにもできないので、温度調整から時間まで、すべてマリーが行わなければいけなかったので、最初の頃は失敗続きだった。

　ろくなお菓子も作れなくて、それでもマリーはひたすら毎日お菓子作りに勤しんだ。

　やがて美味しくできはじめてから、彼女は毎日、セーザンの口にお菓子を与えていった。

　不思議なことに彼の口の中に放りこまれたお菓子は、いつも消えてしまう。

　それはセーザンが食べてくれている証拠のように思えて、マリーは願うように、祈るように、セーザンにお菓子を作り与えた。

「ジークレアさんも食べていってください」

「そう？　マリーのチョコレートケーキ、美味しいのよね！」

　ジークレアもセーザンと食の好みが似ているのか、二人ともチョコレートケーキが大好きだ。

　今日もケーキが焼き上がるまで、ジークレアに外の世界のことを聞きながら、楽しくお茶をして過ごす。

　王国のことは、聞いてはいない。

　セーザンの尻尾のあたりが欠けていたので、王国の騎士たちがその欠片を持って帰ったのだろうことはすぐにわかったが、ジークレアにそのことは言わなかったし、ジークレアも薄々気づいてはいるのだろうがマリーに問うことはなかった。

　代わりに他の国のことを聞くと、世界では毎日、いろんなことが楽しく賑やかに起きていた。もちろん、ジークレアがそういう話を選んでしてくれているのだろうが、マリーはそれを聞く度に思うのだ。

（いつか、セーザンと一緒に行けたらいいな）

　そうしたら、とても楽しいだろうな、と。

　いろんな国を彼と巡ってみたい。彼と過ごしてみたい。

　もちろん、今の穏やかな日々もマリーは好きだが、セーザンが動いて話してくれたらどんなにいいだろうか、といつも願っている。

「ん～、今日もすごくいい匂い！」

　なんだかんだと話しているうちにケーキが焼き上がる。

　本当ならこのまま冷ますのだが、せっかくジークレアも来てくれているので、スプーンですくって飾り付けをしていく。そうするとケーキという感じはまったくしないのだが、できたての温かいチョコレートケーキもまた、とても香りが強くて美味しいのだ。

「先に召し上がってください」

「ありがとう、マリー！」

　ジークレアに皿を渡してから、マリーはセーザンの分をスプーンですくいとる。

　甘い匂いに、今日もとてもよくできたと顔をほころばせる。

「セーザン、とても美味しくできたわ」

　そう言って、彼の口の中にチョコレートケーキを与え……


　ボフン！


　白い煙が立ちこめた。

　最初、マリーはなにが起こったのかわからなかった。

　オーブンから煙が出てしまったのかと焦る。

「セーザン!?」

　焦りながら声を出してそう叫ぶと、彼女のスプーンを持った手を誰かが掴んだ。

「マリー」

　ジークレアの声ではない。

　彼女よりずっと低くて、そして柔らかい声が、マリーの手を掴んだ誰かから聞こえた。

　もくもくとした白い煙は、ゆっくりとかき消え、マリーの目の前に一人の青年が立っていた。

「セッ……」

　ジークレアがあんぐりと口を開けて言葉を失う。

「マリー、ありがとう……」

　感極まった声で、その人は言う。

　漆黒の石炭のように黒い瞳が、しっかりとマリーを捉えている。

「魔女の魔法は、愛しい人の作ったお菓子を千回、食べると解けるんだ」

「千回!?　なんでそんな……」

　ジークレアが呆れたような声を上げる。

「姉さんもいろいろありがとう。マリーを助けてくれて」

　目の前の人が話してはいるが、マリーはなにを言っていいのかわからない。

　なにも考えられない。

　頭の中が真っ白だ。

「俺のために、千日の時間をひたすら与えてくれるような人ならば、きっと俺との万年の時間も過ごしてくれるだろうって、ばーさんは言ってた。たかが千日なんてあっという間だと思ったけど、人間にとってはとても長い日なんだな」

　マリーの髪をそっと彼が梳いた。

「ずいぶん髪が伸びたな」

　マリーの三年がどれほど長かったのか、その髪が表していた。

「そしてずいぶん、綺麗になった……」

　眩しそうにそう言った彼に、マリーは涙腺を緩ませていく。

　視界がにじんでいく。目の前の人をもっとずっと見つめていたいのに、涙が邪魔して見せてくれない。

　代わりに掠れきった声で、彼を呼んだ。

「セーザン!!」

　セーザンに飛びついたマリーを、彼はしっかりと抱きしめてくれた。

「セーザン！　セーザン！」

「ありがとう、マリー。どの菓子もとても美味しかった」

　彼がきちんとマリーのお菓子を食べていてくれたのだと知る。

「俺のために、ずっとお菓子を作ってくれて、ありがとう」

「そうよ！　あなたのためよ！　あなたのためだけに作っていたんだから！」

　お菓子を作ったところで、セーザンが元に戻るなんて思っていなかった。

　このままずっと、いつまでもお菓子を作り続けて、いつかおばあさんになったとき、自分も魔女のおばあさんって呼ばれるようになるんだろうな、と漠然と思っていた。

　それでもいつか、セーザンが元に戻ればいいな、とただそれだけを願っていた。

　その願いが、今、叶った。

「マリー、ありがとう。マリー、愛している」

　彼が抱きしめたマリーの頬に、すりっと自分の頬をすり寄せる。

　愛おしげに抱きしめる腕の強さに、マリーも愛おしさがこみ上げてくる。

「マリーゴールド、俺の番になってほしい」

　祈るように願うように、きっと元に戻ったら真っ先に伝えたかったであろう彼の言葉に、マリーは涙を浮かべながら応える。

「はい！」


『汝、幸せを与えられる者か』


　お菓子の家へと向かう途中、掲げてあった看板の問いかけにマリーが答えたとき、彼女は父と母のような貧しくとも楽しい家族を作ること、たくさんの子どもたちに囲まれ、大好きな人と仲良く暮らすことを願った。

　自分が欲しいものと同じものなら与えられると答えた。

　セーザンは欲しがった。

　たった一人でいい。自分と悠久のときを生きてくれる『家族』を必要としていた。

　出会った二人は互いを知り、ときを分かち合い、そして、ともに生きていくことを選んだ。



	
			エピローグ　そうして幸せに生きていく



　国を追われ少年は、ぼんやりとその街を歩いていた。

　自国よりもずっと賑やかで幸せそうな国だ。

　誰も彼も幸せそうで、この世の不幸を一身に背負ってしまったような自分とは違うことが悲しい。

（いっそ、ここで乱心でもおこそうか）

　叫びながら罪のない人たちを斬り捨て、自分がカンダリル王国の第二王子であると叫んでしまおうかとも思ったが、そんなことはできなかった。

（なんで僕だけがこんな……）

　彼はすでに三十歳を超えていたが、その姿は十歳にも満たない少年のようだった。

　成長が極端に遅い第二王子は、やがて立ち入ることのできない『触らずの森』の側にある離宮でひっそりと軟禁されるように暮らすことになる。

　しかし、自分の兄が王位を継ぐとき、呪われた子であると言われた第二王子を暗殺しようという話が持ち上がったと知り、彼は離宮から逃げ出した。逃げたところでどうなるかわかりもしなかったが、それでも逃げ出したかったのだ。

　彼は国をまたいで隣国にある大きな街にたどり着いた。

（僕はこの先、どうすればいいんだろう……）

　フラフラと歩いていた彼は、ふと、鼻腔をくすぐる甘い匂いに誘われた。

　誘われるかのようにその匂いの方に足を向けると、やがて一軒の菓子店にたどり着く。

『竜の菓子店』と名付けられたずいぶん仰々しい店だったが、大きな出窓から見える中は、とても温かそうで、美味しそうなお菓子がたくさん並んでいた。

「どうしたの？」

　すると、ただ窓から眺めていただけなのに、驚いたことに中から店員らしき若い女性が扉を開けて声をかけてきた。

「え、あ、いや……」

　少年が動揺すると、女性は不思議そうに少年を見てから、

「いらっしゃい」

　と中に招く。

「え、でも……」

　お金はあるにはあるが、たくさんはない。これからどうやって生きていくのかもわからない少年は、途方に暮れながらも、その温かい店内へと誘われるように入った。

　そのとき、彼女の腕にチラリと黒い二重の輪が見えた。ずいぶん不思議な痣だとは思ったが、不思議と嫌な感じはしなかった。

「マリー、どうした？」

　店主らしき若い男が奥から現れる。彼は女性の名を呼んだ後に入ってきた少年を見て、わずかに目を見開いた。

「あ、やっぱりそう？　なんとなくそんな気がしたの」

　マリーがはにかんだように笑うと、店主は少し戸惑った表情で、少年をじっくりと眺めた。

「ジークレアから俺の尾の顛末を聞いたとき、自業自得だと思ったが……」

「お父さんお母さんの罪を子どもが背負うのはおかしいと私は思う」

　店主とマリーが話す言葉の意味が少年にはわからない。

　わからないが、なぜか強く店主に惹かれるものがあった。

　金茶色の髪に若草色の自分の瞳とは、似ても似つかない真っ暗な色の髪と瞳を持つ男なのに、どうしてか彼を知っている気がする。

　背中の鱗がザワザワとさざめくような気にさえなる。

「ねえ、あなた、名前はなんていうの？」

　マリーが問いかける。少年は第二王子としての名前はあったが、それを名乗ることを躊躇った。

　すでに捨てたその名前を伝える気にはなれなかったのだ。

　ただ小さく首を横に振ると、マリーがぽんっと優しく少年の頭を撫でた。

　遠い昔、母親に一度しか撫でられたことのない思い出が、一瞬脳裏をかすめて消えた。

　愛情など、とんと消えてなくしていた。

「ないのなら、つけてあげようか？　そして、私たちと家族になる？」

「なっ……」

　突然、なにを言うのかと思った。

　いきなり、初めて会ったばかりの自分と家族になろうかなど、おかしすぎる話だ。

　それでも、マリーの目はからかっている様子などまったくなく、むしろ今まで苦労してきた少年をいたわるような視線だった。

「お前、俺たちの子になりたいか？」

　店主が突然、少年に問いかけた。

　彼の瞳もやはり真剣で、からかっているわけではない。

　突然のことに少年は一瞬戸惑ったが、彼らの言葉に息を呑む。

『俺たちの子』

　その一言が、どれほど少年の心に響いたか。

　親にも兄にも、「自分たちの家族ではない。化け物だ」と言われ続けた少年にとって、突然であっても、二人の言葉はなによりも欲しかったものだ。

　少年はぽろぽろと涙を流す。こんな風に涙を流すのは親や兄に見放されてからは一度もなかったというのに、抑えることができなかった。

　姿形は十代で、年齢だけが三十をとうに超えてしまった。

　人々に化け物と言われたし、自分も自分がなんなのかわからなかった。

　けれど、本当はずっと、その見た目のままの、まだ十代の、親に愛されたいと願う子どものままだったのだと、今、思い知る。

「はい……なりたい……です」

　泣きながら、しゃくり上げながらそう願った少年の背中をマリーは優しく撫でる。

　背中の鱗も触られてしまったので、一瞬、ビクリと身体をこわばらせたが、マリーはなにも言わなかった。むしろずっと鱗のある背中を撫で続けてくれる。誰も触ってくれなかったそこを。

「大丈夫よ。さ、奥に入ってゆっくり話しましょう」

「苦労したんだな」

　店主も大きな手で少年の頭をくしゃりと撫でてくれた。

　涙が止まらない。子どものようにしゃくり上げる。

　自分は歳を取るのが遅いのだとか、背中に鱗があって呪われているのだとか、いろんな言えないことがあるにもかかわらず。

　その全部が受け止められた奇跡に、今、巡り会えたような気がした。
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